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OO201農学部２号館改修工事に伴う調査

（樽味遺跡７次調査）

らに日本測地系平面直角座標系Ⅳ系に基づいた５ｍ毎

に区割し、調査を進めることとした（図20)。

Ｉ区：樽味団地の正門西にある守衛室西側から農学

部２号館までをつなぐ電気・通信管路部分の

調査区。幅1.5ｍ、長さ４８ｍを測る。１Ａ

～１Ｊ区に区画される。

Ⅱ区：農学部本館と２号館に囲まれた中庭北西部に

埋設される汚水管路部分の調査区。

Ⅲ区：Ⅱ区と同じく、農学部本館と２号館に囲まれ

た中庭の南西部に敷設される汚水管路部分に

あたる調査区。

Ⅳ区：三科実験室建物と農学部本館をつなぐ電気・

通信管路部分の調査区。

Ｖ区：Ⅳ区東側に位置する汚水管路部分の調査区。

今次調査では、狭い調査範囲にもかかわらず、古墳

時代後期および古代後期～中世前期の多くの遺構が出

土した。調査区ごとに表６に整理した。これらは、後

述するように、樽味団地基本層序のⅢ層を掘り下げ中

に確認できた灰褐色系の埋土をもつ土塘・小穴と、樽

味団地基本層序のⅣ層上面で検出できた黒褐色～暗褐

色の埋土の土壌・小穴・自然河道などに大別できる。

調査地点 松山市樽味３丁目５番７号

愛媛大学樽味団地（図２）
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１調査にいたる経緯

農学部２号館の改修工事に伴い、電気・通信・排水

の管路の敷設計画が施設部から埋蔵文化財調査室に提

示された。埋蔵文化財調査室では、既往の調査成果か

ら､計画されている管路周辺には埋蔵文化財が分布し、

工事により影響が生じると判断し、施設部と協議を重

ね、管路部分の発掘調査を実施することとなった。樽

味遺跡７次調査（調査番号：00201）である。

２調査の概要

今回の調査では、電気・通信・排水の管路を埋設す

るため、細長い調査区となっている。そのため、以下

のように、敷設される管路を北からＩ～Ｖ区とし、さ

表600201調査（樽味遺跡７次）遺構一覧

－５０－

調査区 調査 区 遺構番号 総数 備考

Ｉ区

Ⅱ区
●●●●◆●●●◆●●ｏｏＩ

Ⅲ区

Ⅳ区
I ■ ｡ ● の Ｃ ａ 年 ｡ ● ● の 町 ■ 0

Ｖ区

竪穴式住居（SC）

掘立柱建物（SB）

土壌（SK）

溝（SD）

自然河道（SR）

土器溜まり（SX）

小穴（SP）

竪穴式住居？

SＣ－１７．２８．５０

SB-77（SP－５４．５６で構成）

SＫ－１．７．１９．５１．５５．６１．６３．６４．６９

SＤ－８．１８

SR-13

SX-29

ＳＰ－２～６．１１．１２．１４．１５．２０～２４．２６．２７．３０～4８．５３

･５４．５６～６０．６５～６８．７０～７１．７４～７６．７８～8９

３
１
９
２
１
１
脇

１

※９．１０．１６．

2５．４９．５２．

６２．７２．７３号

遺構は欠番。

遣構は検出されていない。

掘削予定の深度までには遺構は検出されていない。
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前者からの出土遺物は、土師器や陶磁器の碗皿類など

があり、古代～中世の遺構である。後者の遺構からは、

基本的には古墳時代（５～６世紀）の須恵器や土師器

が出土し、当該期の遺構と考えられる。この他、Ⅲ層

からは、弥生時代中期の土器や８世紀代の須恵器が出

土したが、５～６世紀の遺物がもっとも多い。

（１）Ｉ区の概要（図21、写真65～78）

Ｉ区は南北に長く、大講義棟や自転車置場への通路

を確保するために、１Ａ～ＩＦ区とＩＧ～１Ｊ区に二分

して調査を進めざるを得なかった（写真６５．６７．６９)。

そのため、SR-l3の最上層に堆積する士層（後述する

SR-l3①層と②層）をⅢ層と誤認するなどの混乱が生

じた。そこで、Ｉ区の調査の最終段階に、層序関係の

再検討を行い、現地で層序番号や出土遺物の取り上げ

層序の読み替えを行った。そのＩ区の層位は、以下の

通りである。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土。

Ⅱ層：造成以前の近世～近代の水田層で、上部の灰

オリーブ色砂質シルトの耕作土層にあたる

Ⅱ－１層と、下部の同質・同色であるがマン

ガンが沈着した床土層にあたるⅡ‐２層に分

層できる。

Ⅲ層：黒色～黒褐色系の土層で、後述するSR-l3①

層によってⅢ－１．Ⅲ－２層とⅢ－３層に分層

できる。

Ⅲ－１層は暗灰黄色砂質シルト、Ⅲ－２層は砂

喋が多く混じる暗灰黄色砂質シルトである。

Ⅲ－１．Ⅲ－２層は、Ⅲ層に区分したが、土色

はⅡ層に近似し、層序的にはSR-l3の上部に

堆積した土層で、本来Ⅱ′層として分層する

ことが適当な堆積物である。また、土質的に

は水田層の可能性が高い。また、Ⅲ－１層と

Ⅲ－２層からは、弥生時代～中世までの遺物

が混在する状態で出土している。

Ⅲ－３層は、暗褐色砂質シルトで、下半部は

Ⅳ層の砂喋を含む褐色シルトが混じり、Ⅳ層

へ漸移的に移行する。ＩＧ～１Ｊ区のⅢ層は、

土質・土色の特徴がⅢ－３層と共通し、これ

に対応する堆積物と考えられる。Ⅲ－２層上

面で遺構検出に努め、中世以降の灰褐色系の

埋士をもつ土壌・小穴を確認できた。Ⅲ－３

層中から出土する遺物は、古墳時代後期の須

恵器・土師器が圧倒的に多いが、これに弥生

土器妻の底部片、古代～中世の土師器皿、土

鍋の脚部片、緑紬陶器片が混じる。

Ⅳ層：小指先～拳大の円喋や小喋を多く含む褐色シ

ルトで、基本層序Ⅳ層でも下部を構成する堆

積物である。Ⅳ層上面で、Ⅲ層を掘り下げ中

に見逃した灰褐色系の埋土をもつ中世の小穴

の一部と、黒褐～暗褐色の埋土の古墳時代～

古代の土壌・小穴・自然河道を検出した。Ⅳ

層自体には遺物は含まれていない。

Ｖ層：SR-13はⅣ層下に堆積したＶ層まで削り取っ

ている。SR-13下半部の壁面では、標高40.5

～41.0ｍで、人頭大の花商岩の円喋が混じる

褐色の篠層であるＶ層を確認できた。Ｖ層か

らは遺物は出土していない。

Ｉ区で出土した遺構には、１～89の遺構番号を付し

たが、この中で、９．１０．１６．２５．４９．５２．６２．７２．

７３号遺構は、他の遺構の埋土の一部を誤認したり、重

複して遺構番号を付したために、欠番とした。したが

って、Ｉ区で検出した遺構の総数は80である（表６)。

さらに、これらの遺構は、以下のａ～ｄの類型の埋

土をもつ遺構に区分できる。

ａ：やや白っぽくツヤのある灰色シルト質士や、灰

色みを帯びた褐色砂質シルト質士ないし暗褐色

シルトを埋士とする｡層位関係から判断すると、

近世以降の遺構である。

ｂ：灰色みを帯びる埋土をもつ遺構で、灰褐色微細

砂が混じって全体に灰色みがかった埋土のSD-

l8も含まれる。層位関係と出土遺物から、古代

後半期～中世の遺構と考えられる。

ｃ：黒みの強いシルトないし砂質シルトを主体とす

る埋土をもつ遺構。出土遺物は、弥生時代中期

～後期の土器が混じるが、古墳時代後期の土師

器や須恵器が大半で、古代以降の遺物は出土し

ていない。古墳時代以前の遺構である。

ｄ：クロボク土のサラサラしてしまりがない埋土の

遺構。

①近世の遺構

ａ類型の埋士をもち近世以降と考えられる遺構に

は、ＳＫ－１．７、ＳＰ－２～６．１１．１２．２２．２３．８１．

８４．８５がある（写真66)。

②古代・中世の遺構

ｂ類型の埋土をもつ古代～中世の遺構には、ＳＤ－８

・１８と、ＳP－１４．１５．２１．２７．３１～４８．５７．７４～7６．

－５２－
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写真6500201調査（樽味遺跡７次）写真6600201調査（樽味遺跡７次）

ＩＣ～ＩＪ区完掘（南から）ＩＤｏＩＥ区Ⅲ－１層

上面検出遺構（北から）

写真6700201調査（樽味遺跡７次）

ＩＣ～ＩＧ区完掘（北から）

写真6800201調査（樽味遺跡７次）

１Ａ～ＩＣ区完掘（南から）

写真7000201調査（樽味遺跡７次）

Ｉ区ＳＤ－８（南から）

－５５

写真6900201調査（樽昧遺跡７次）

ＩＢ・ＩＣ区北壁土層（南西から）

写真7100201調査（樽味遺跡７次）

Ｉ区SC-17土層（北東から）



８６．８８．８９がある。

その中で、ＳＤ－８．１８は、ＩＢ区とＩＣ区で南北方

向に延びる溝である。ＳＤ－８は、自然流路の可能性も

あるが､Ⅲ－１層とⅢ－２層の層界部分から掘り込まれ、

SR-l3の埋土を切る。溝底には暗灰褐色砂層が幅20ｃｍ

前後帯状に南北に延びる。埋土下部の砂喋層は、粗砂

や細砂の薄いレンズ状のラミナが確認でき、流水があ

ったものと考えられる（写真70)。

SD-l8は、SR-13①層を除去後、SR-l3②層を掘り

下げ中に確認した。調査区北壁面では、SR-l3①層下

面から掘り込まれている。また、SC-17を切り、調査

区北壁面でSK-19を切ることが確認できる。溝の断面

形は逆台形で、溝幅は1.3ｍ前後、検出面からの深さ

は45cmほどを測る。埋土上部には、砂喋混じりの暗褐

色砂質シルトの①層、暗褐色砂質シルトに薄いレンズ

状の灰色細砂層を含む②層が見られ、下部には灰褐色

微細砂層の③層、径３～５cmの花淘岩や砂岩の円喋が

多く混じる砂喋層が堆積する。

柱穴・小穴のうち、SP-27では立柱痕跡を確認でき、

SP-39の底面からは、黒色土器の比較的大きな破片２

点が折り重なって出土した（写真75)。

③古墳時代以前の遣構

ｃ類型の埋土をもつ古墳時代以前と考えられる遺構

には、竪穴式住居（SC-１７．２８．５０)、掘立柱建物

(SB-77)、土壌（SK－１９．５１．６３．６４．６９）および倒

木痕（SK－５５．６１)、自然流路（SR-l3)、土器溜まり

(SX-29)、小穴（SP-20・２４．３０．５４．５６．５９．６０．

６５～６８．７０．７１．７８～８０．８３）がある。

SC-17は、ＩＣ区の管路が折れ曲がる部分で、SR-

13②層を除去後に検出した。角が丸いやや矩形の竪穴

式住居と考えられる。SD-18に切られる。埋土中から、

古墳時代後期の土師器尭口縁部片や須恵器坪などを含

む須恵器・土師器の細片が出土している。また、貼床

部分からも、古墳時代後期の須恵器坪身口縁部片が出

土している（写真71)。

SC-28は、ＩＣ区とＩＤ区の境界部に位置する隅丸

方形と考えられる竪穴式住居である。SP-30が床面か

ら掘り込まれているが、柱穴とするには小さすぎる。

埋土中からは、拳大の花商岩の円篠が多く出土すると

ともに、土師器尭胴部片、須恵器杯胴部片が出土。貼

床部分からは、須恵器坪身の底部の大形破片が出土。

SC-50は、ＩＨ・’１区で、SP-48・SK-51などを挟

んで確認できた落ち込みラインをつなぎ、一辺５ｍほ

どの隅丸方形の竪穴式住居を考えた。調査区壁面で、

Ⅲ層の途中から、掘り込みを確認できる。床面は２～

５cmほどの緩やかな凹凸に富む。床面でSP－７８．７９を

検出したが、小さく柱穴とは考えられない。床面で検

出したSK-51から弥生土器や古墳時代後期の土師器の

婆胴部片、SP-48からは古墳時代後期と考えられる土

師器の胴部破片が数点と、滑石製有孔円盤１点が出土

した。

また、１１区北半部でSP-54と、１１区とＩＪ区の境界

部でSP-56を、Ⅳ層上面で確認したが、ほぼ同径の柱

痕跡が確認され、近接して他に柱痕跡を持つ小穴が見

あたらないので、SB-77とした。柱痕跡間は2.5ｍを測

る（写真76～78)。

自然流路SR-13は当初、ＩＢ～ＩＦ区でⅢ－１．Ⅲ－

２層を掘り下げ、ＩＦ区以南で砂喋混じりの暗灰黄色

砂質シルト（後述のSR-13①層）の広がりとして確認

した。それを除去した後、ＩＦ区中央部でⅢ－３層を

切る落ち込みラインを検出した。しかし、南側では対

応するラインを検出できず、Ⅲ層が自然に落ち込んだ

可能性を考え、前述の砂喋混じりの暗灰黄色砂質シル

ト層をⅢ－１～３層、ＩＦ区中央部以南の落ち込みを

埋める黒褐色土層をⅢ－４．５層として、１０cmごとに

人工的に層位を区切って調査を進めることとした。黒

褐色土層を掘り下げると、ＩＢ～ＩＤ区中央部では基

本層序のⅣ層があらわれ、ＩＤ区北端部でＩＦ区中央

部に対応する落ち込みラインを検出できた。この幅６

～７ｍほどの間は、黄灰色粗砂と大量の拳～人頭大の

花商岩・砂岩の円喋が埋積されている（写真72)。そ

こで、自然流路SR-13として、以後、調査を進めるこ

ととした。しかし、混乱を避けるため、それまでⅢ－

２～５層に続け、黄灰色粗砂層をⅢ－５層最下部、拳

～人頭大の花商岩・砂岩からなる砂喋層をⅢ‐５層下

砂喋層とし、調査終了後に、以下のようにSR-13埋土

①～④層に振り替えた。

①層：調査時にⅢ－２．Ⅲ－３層とした砂喋混じりの

暗灰黄色砂質シルトである。ＩＦ区中央部よ

り南側全面に広がり、SR-13の最上面を覆

う。

②層：調査時にⅢ－４．Ⅲ－５層とした黒褐色土層。

①層と同じく、ＩＦ区中央部より南側全面に

広がる。さらに、ａ～ｅ層に分層できる。

②-ａ層：砂喋混じりの黒褐色シルト層。

②-ｂ層：薄くレンズ状に堆積する灰黄色粗砂層。

－５６－



写真7200201調査（樽味遺跡７

次）Ｉ区SR-13④層上面

の篠群検出状況(北から）

写真7300201調査（樽味遣跡７

次）Ｉ区SR-13②層中検

出のSX-29（北から）

Ⅲ2002年度の調査報告

写真7400201調査（樽味遺跡７次）

Ｉ区SR-13完掘（南から）

写真7500201調査（樽昧遺跡７次）

Ｉ区SP-39遺物出土状況（西から）

②-ｃ層：ＩＦ区のSR-l3が南に向かって落ちる部

分に堆積する黒褐色粘質シルト層。

②－．層：砂牒が多く混じる黒褐色砂質シルト。

灰黄色粗砂の薄いレンズ状のラミナを

観察できる。

②-ｅ層：②－．層と同じく、砂喋が多く混じる黒

褐色砂質シルトで、灰黄色粗砂の薄い

レンズ状のラミナを観察できる。

③層：調査時にⅢ－５層最下部とした黄灰色粗砂層。

④層：調査時にⅢ－５層下砂牒層とした拳～人頭

大の花尚岩・砂岩の円喋からなる砂喋層で、

土石流による堆積物である。

この中で、SR-13の埋土上部にあたる①．②層は、

ＩＦ区より南側に広く分布する。出土遺物は古墳時代

後期の遺物が圧倒的に多い一方で、古代～中世の遺物

が少量混じる。当初、古代～中世の遺物は①．②層の

掘り下げ中に見逃した小穴などの小規模な遺構の遺物

である可能性を考えたが、②層の下面で検出したSP‐

26やSP-27から中世の土師器が出土することから、

①．②層の堆積時期は古代～中世と判断した。

これに対して、埋土下半部にあたる③．④層は、Ｉ

Ｄ区北端部～ＩＦ区中央部の幅６～７ｍほどの落ち込

み内に堆積している。古墳時代後期の土師器の喪・高

坪・把手、須恵器の短頚壷・坪蓋・坪身・底部破片、

弥生時代後期中葉の莞底部片、砥石､緑泥片岩片など、

弥生時代中～後期と、古墳時代後期の遺物が出土して

いる。とくに、古墳時代後期の遺物が圧倒的に多く、

それ以降の遺物は含まれていない。また、②-ｃ層が

堆積するSR-13が南へ向かって落ちるＩＥ区とＩＦ区

の境界付近では、完形に近い須恵器・土師器が集中し

て投棄されていた。上流部から流されてきた弥生中期

土器の小片も混じるが、一括して投棄された状況なの

で、SX-29とした（写真73)。

こうした堆積物の分布状況と出土遺物から、SR-13

は古墳時代後期に埋没する自然河道である（写真74)。

SR-13は、古墳時代後期に土石流によって③．④層が

堆積することで埋没し、その後、長期間、窪地状態が

続き、そこに古代～中世に①．②層が堆積し、平坦な

5７－



写真7600201調査（樽味遺跡７次）Ｉ区

SB-77（西から）

写真7700201調査（樽味遺

跡７次）Ｉ区SP-56

±層（西から）

写真7800201調査（樽昧遺

跡７次）Ｉ区SP-54

土層（西から）

写真7900201調査（樽昧遺跡７次）写真8000201調査（樽昧遺跡７次）

Ⅱ 区調査状況（北東から）Ⅲ区完掘（南西から）

写真8200201調査（樽味遺跡７次）

ⅣＣｏⅣＤ区SR-101土層

（北東から）

写真8300201調査（樽昧遺跡７次）

ⅣＥｏⅣF区SR-102＋層

（北西から）

－５８－
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写真8100201調査（樽昧遺跡７次）

Ⅳ区完掘（東から）

写真8400201調査（樽味遣跡７次）

Ｖ区完掘（北から）
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地形面となると考えた。

この他、ｄ類型の埋土をもつ遺構としてSＫ－５５．６１

がある｡埋土の堆積状況から倒木痕と考えた。出土遺

物はなく、時期不明。

（２）Ⅱ区の概要（図20、写真79）

ⅡＡ区とⅡＢ区では、造成土層であるＩ層が地表下

65～70cmまで見られ、その下層に樽味団地が造成され

る以前の灰色系の近世～近代の水田層があらわれた。

また、ⅡＣ区では既設の配管が多数見られ、地表下７０

cmで調査を終わった。いずれも表土層であるＩ層の途

中までに留まる。今回の工事で計画されている掘削深

度は道路面から70cmで､工事による影響が及ばないが、

将来予想される工事に対応するため、ⅡＡ区とⅡＢ区

でⅢ層の深度や遺構の有無を確認することとした。

その結果、ⅡＡ区では、地表下85cmでやや灰色みを

帯びた暗褐色粘質土層であるⅢ－１層、１０５cmで暗褐色

粘質土層であるⅢ‐２層を検出した。さらに、南壁に

沿って、幅25cmほどを深掘りし、ⅡＡ区では地表下

145cm、ⅡＢ区では125cmで、樽味団地基本層序のⅣ層

があらわれた。

ⅡＡ区では、Ⅲ－１層から中世の土師器皿、土鍋口

縁部片が出土している。Ⅲ－２層からは古墳時代後期

の土師器・須恵器の破片が見られ、とくにⅢ－２層下

部では、須恵器坪蓋、高杯、土師器霊の口縁部など、

比較的大型の破片が集中して出土した｡これに対して、

ⅡＢ区では、Ⅲ－１層から古墳時代後期～中世の土師

器・須恵器の細片が出土し、Ⅲ－２層からは古墳時代

後期の須恵器・土師器の胴部片が出土するが、ⅡＡ区

と比べて細片化したものばかりで、量も少ない。こう

した遺物の出土状況と、Ⅳ層があらわれる高さに約２０

cmの違いがあることから、ⅡＡ区深掘り部分が何らか

の遺構であることが考えられる。近接する樽味遺跡３

次調査地点では、古墳時代後期を中心とする竪穴式住

居が発見されており、Ⅲ－２層下部は、それらと同じ

時期の遺構の埋士と考えられる。

ⅡＣ区では、土師器の胴部片１点がＩ層中から出土

したのみである。

（３）Ⅲ区の概要（図20、写真80）

Ⅲ区では、表土剥ぎを開始すると、地表下30～40ｃｍ

で給水・排水・ガス管が多数あらわれた。工事掘削が

計画されている地表下70cmまで掘り下げたところ、Ⅳ

層があらわれた。Ⅳ層上面を精査し遺構検出に努めた

が、遺構・遺物ともに出土しなかった。

－６１
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（４）Ⅳ区の概要（図22、写真81～83）

ⅣＤ区西半部～ⅣＥ区東半部に調査区を横断してコ

ンクリート床が貼られ、これを撤去できないため、調

査を行ったのは、ⅣＢ区～ⅣＤ区東半部と、ⅣＥ区西

半部～ⅣF区である（写真81)。

表土剥ぎの時点でのⅣＢ区東端の深掘りでは、地表

下125cmでⅡ層があらわれた。ⅣＧ区で近代陶器片、

古墳時代後期の土師器・須恵器の胴部片が数点出土。

また、地表下140cmでⅢ層があらわれた。ⅣＢ区～ⅣＤ

区東半部のⅢ層下では、北から南に向かって落ち込む

Ⅳ層を検出した。Ⅳ層の落ち込み部分には、１５～25ｃｍ

の厚きで暗褐色粗砂層が堆積している。自然流路と考

え、SR-101とした（写真82)。古墳時代後期の須恵器

婆胴部片・土師器妻の胴部片が１０片程度出土し、当該

期に埋没するものと考えられる。

一方、ⅣＥ区西半部～ⅣＦ区では、Ⅲ層を切り込む

自然流路SR-lO2を検出した。流路底は基本層序のＶ

層に対応する砂喋層に達する。Ⅲ層上面から流路底ま

では、ⅣＦ区西端で30cmを測り、ごく緩やかに西に向

かって深くなる（写真83)ｏ埋土は①～③層に分層で

きる。ⅣＦ区の②層下部から、古代末～中世前期の土

鍋の口縁部片をはじめ古墳時代の須恵器や土師器の細

片、ⅣE区の②層と③層の層界部から、古代末の土師

器椀・古墳時代須恵器坪蓋天井部の比較的大型の破片

が出土している。最下層の③層の砂諜層中からは、器

面の荒れが著しい土師器細片が１点出土したのみであ

る。古代末～中世前期に埋没する自然流路である。

（５）Ｖ区の概要（図22、写真84）

Ｖ区では、地表下60cmまで掘り下げたところ、多く

の管路があらわれた。工事で掘削される深度は地表下

lOOcmであるが、近接するⅣＢ区の土層観察では、地

表下120cmまでＩ層の表土である造成土層が続くので、

慎重工事を行うことを依頼し、調査を終了した。遺物

は出土していない。

３ 調 査 の ま と め

今回は、細長い管路部分と限られた範囲の調査であ

ったが、これまで点的な調査しか行われていなかった

樽味団地西半部における遺跡の分布の実態を検討でき

るデータを得ることができた。

まず、Ｉ区では古墳時代後期、古代後半～中世前期、

近世以降の数多くの遺構、Ⅱ区では古墳時代後期の遺

構と考えられる落ち込み、Ⅳ区では古墳時代後期と古
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代後半～中世前半に埋没する自然流路を確認できた。

遺跡は、樽味団地を越えて、北側の樽味立添遺跡、西

側の樽味高木遺跡や樽味四反地遺跡まで、面的に連続

して拡がることが確実視される。

とくに、古墳時代後期には、ほぼ同時期の竪穴式住

居や掘立柱建物などが、今次調査区だけではなく、樽

味遺跡３次調査や、樽味立添遺跡、樽味高木遺跡でも

確認され、東側に位置する１次調査Ⅳ区では、古墳時

代後期に埋没するSR－２．３が発見されている。この

中で、ＳR－２．３は、埋積土が灰色砂喋士であること、

Ⅲ2002年度の調査報告

遺物がそれほど摩滅していないことから、Ⅲ～Ⅳ層を

切り込みながら一時的に流路を変更しながら流れてい

たことが指摘されている。今次調査Ｉ区で確認できた

SR-13も同様な堆積状況で、これに対応する自然流路

と言える（図23)。

さらに、古代後半～中世前期には、Ｉ区SR-l3が埋

没した窪地に砂牒混じりの暗灰黄色砂質シルトが埋積

し、平坦な地形面が形成される。この土層は、ほぼ水

平に堆積し､窪地に自然堆積する土層とは考えられず、

水田層である可能性が高い。 （田崎）

OO202（城北）情報教育棟新営工事に伴う調査

（文京遺跡25次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

1,022㎡

2002年６月１日～１２月18日

本格調査

吉田広・三吉秀充

施設部施設部長発事務連絡

（平成14年４月５日付）

１調査にいたる経緯

総合情報処理センター北側に、情報教育棟が新営き

れることとなった。総合情報処理センター新営時の文

京遺跡１８次調査（調査番号：99802）では、古代末か

ら中世にかけての水田遺構が確認されており、情報教

育棟新営地点においても、この水田遺構の広がりが予

測され、情報教育棟新営地全域を対象として、事前全

面調査を行うこととした。文京遺跡25次調査（調査番

号：00202）である。

２ 調査の概要

調査地点は、文京遺跡１８次調査北側に連続し、調査

面積は1,022㎡。

城北団地基本層序である１．Ⅱ層を重機で取り除い

た後、以後手作業で掘り下げを行った。Ｉ層は地表下

150cm前後まで及び、一部は練兵場時代の演習用塑壕

で深く掘り返され、演習用薬茨などが出土している。

Ⅱ層は近代の遺物を含む水田層で、浅黄色からにぶい

－６３

黄色砂質士。調査区東壁で30cm前後の厚さがあり、以

下の中世水田層と士層的には連続する。

近代の遺物を含まなくなり、土質もややしまり始め

るのが中世以前の水田層で､黄褐色砂質～シルト質土。

先の１８次調査で確認していた３枚の水田面を、ほぼ全

域で確認した。

水田層以下は、下層水田の床土となるシルト質士層

があり、１０世紀後半までの遺物を含む。さらにその下

に、砂・砂喋層が厚く堆積し、一部ではⅣ層の高まり

を認められるものの、調査域の大半は、建物基礎掘削

深度である地表下300cmにいたっても、まだ遺物を含

む砂・砂篠層が続く。

以下、３枚の水田遺構と、その下の自然流路と旧地

形について、概述する。

（１）水田遺構

水田遺構は、１８次調査で確認した上層・中層・下層

の３枚がやはり今回の調査でも確認できた。

①上層水田（図24、写真85）

１３世紀頃の水田遺構で、調査区全面に遺構が広がる

(SS-l～４．６～１４．１７～２０．２４～４０．４２．４３，ＳＸ‐

１５，ＳＤ－５．２３．４１)。ただし、練兵場時代の塑壕な

どの撹乱が多く残ること、Ⅱ層との分離が一部不分明

なこと、加えて水田面の比高差が調査区内で１５cm程度

と小さいこともあって、水田の畦畔が明確でなく、並

びが不整。南側18次調査検出の水田遺構と整合しない

箇所もある。

ＤＴ区以東の調査区東部は、南北に階段状に水田が
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写真8500202調査（文京遺跡25次）上層水田（東から）

写真8600202調査（文京遺跡25次）中層水田（東から）
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写真8700202調査（文京遺跡25次）下層水田（東から）

写真8800202調査（文京遺跡25次）水田下の自然流路（東から）
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並ぶとともに、斜行する東西畔や、幅広の畔もあって、

水田の並びが一定しない。調査区中央部のＤＵ・ＤＶ区

で南北方向に並びが整うものの、ＤＷ･ＤＸ区では、畦

畔が明確でない。ＤＷＤＸ区を除いて、水田１枚は１０

～25㎡と小区画である。

一方、水路はいずれも南北方向のもので、１８次調査

で見られた、等高線に沿うような東西方向の基幹水路

は認められない。また、調査区西端のSD-41は調査区

を南北に横断しているものの、ＳＤ－５．２３は調査区内

に留まっている。

②中層水田（図25、写真86）

１２世紀から13世紀初め頃の水田で、調査区全面に水

田が営まれる（SS-lO1～131、SX-132)。ただし、調

査区内で中層水田に伴う水路は見出せず、水田面の比

高差も10cm程度と小さい｡水田はやや斜行するものの、

調査区内で南北に５列、東西に９列と整然と連なる。

水田南北幅は一部で減じる部分があるが、ほぼ５ｍ前

後で一定する。対して、東西幅は５ｍ前後を平均とし

ながら、2.5～７ｍと差が大きい。水田１枚も９～４０

㎡と小区画ながら、やや格差がある。

③下層水田（図26、写真87）

１１世紀の水田で、水田の広がりは調査区全域には及

ばない（SS-202・２０３．２０５．２０６．２０８．２１０．２１２～

234,ＳＸ－２０１．２０４．２０７．２０９、SD-211)。とくに、

ＤＳ区の南北水路SD-211以東は、耕作土および床士が

かなり砂粒を混じえ保水'性が低い。それでも畦畔によ

る区画が認められた範囲は水田としたが（SS－２０２．

２０３．２０５．２０６．２０８．２１０)、当初水田の広がりを予測

していた調査区東端部（SX－２０１．２０４．２０７．２０９）は、

水田耕作土が存在しないとして、水田外とした。

SD-211以西は、北東部で一部保水性の低い箇所が

見られるものの、中層水田同様の整った配列を呈する

(SS-212～234)。調査区内での比高差は10cm以下。や

や斜行するが、調査区内で南北に幅５ｍ前後で一定し

た４列、東西に幅３～８ｍとやや差のある６列を確認

できる。結果、水田１枚は小区画ながら、１５～40㎡と

やや開きがある。

なお、中層水田検出面の下、下層水田面検出途中で、

調査区西寄りで東西方向の水路１条（SD-150）を検

出している。先の18次調査でも、中層水田と下層水田

の間で遺構を検出しており、明確な面として捉えるこ

とができなかったが、もう１枚の水田遺構が存在した

と考えられる。

（２）水田下の自然流路（図27、写真88）

水田遺構の下層は、下層水田を営む条件のシルト質

土の堆積が、調査区東部を除いて、平均20cm程度認め

られた。出土遺物から１０世紀後半の堆積とみられる。

以下は砂質土あるいは砂・砂篠堆積である。最上層を

細かな砂層堆積が覆い、その下は主に砂・砂喋堆積が

占め、人頭大の円喋も多く含む。とは言え両者の堆積

時間に大きな差はなく、ともに最新相の遺物は９世紀

初頭を示す。他に、縄文時代中期から、古墳時代中期

を除いて、ほぼ連綿と遺物を包含するが、８世紀代の

遺物が目立ち、布目瓦や赤塗土師器、須恵器円面硯、

さらには奈良二彩などを含むことが特筆される。

このような古代の自然流路は、調査区の大半にわた

って、工事掘削深度である地表下300cmまで続き、自然

流路の底までは完掘していない。Ⅳ層と認められる堆

積は、調査区東北部で、南に傾斜するⅣ層上面を東北

東一西南西に延びる低平な尾根線状に確認している。

そして、調査区中央部で屈曲して東南東一西北西に転

じ、ＤＷ区辺りで北壁に消えていく。他方、調査区南

東隅部でもⅣ層の高まりが認められる。また、調査区

南西部では、人頭大の川原石の堆積が、北側に傾斜を

もった高まりを形成する。その直上には、ブロック状

のⅢ層とⅣ層が堆積し、しまりもやや強い面をなす。

以上の状況から、古代において自然流路が、東北東

から西南西方向に調査区内に流入し、調査区中央で屈

曲して、東南東から西北西方向へと流れを転じていた

と復元することができる。

３調査のまとめ

今回の調査では、旧石手川扇状地上を走る網の目状

の自然流路が埋没し、水田として利用されていく様を

具体的に復元できる成果を得た。

まず、調査範囲内の大部分は、地表下300cmでもま

だ９世紀初頭の河川堆積が続き、それ以前はさらに深

い谷を形成していたことが窺える。したがって、南側

の微高地上に弥生時代の大集落が営まれた頃は、比高

差２～３ｍに及ぶ谷であり、しかも上層の砂・砂喋堆

積からして、水流も安定していないような状態であっ

たことが推測される。すると、このような調査所見に

よる限り、大規模な弥生時代集落の食料を賄えるだけ

の開田を、この谷部に求めことはできない。

河川の水流が安定し、水田の床土となり得るシルト

質土が堆積するのは、ようやく１０世紀後半頃である。

－７０－
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以降、１１世紀から13世紀にかけて３枚の小区画水田が

営まれていく。これらは、先の18次調査で確認された

３枚の水田に相当するが、今回の調査区内では、いず

れの水田面も比高差は小さく、東西方向の等高線に平

行するような水路も見られない。したがって、今回の

調査地点は、水田が営まれた頃は谷状の凹地内でも、

南側微高地から一段落ち切った、比較的平坦なところ

に位置していたものと考えられる。ただし、北側の文

京遺跡22次調査（調査番号：00005）での所見からは、

今回の調査地点が谷底平坦面となるのではなく、さら

にもう一段深い窪地が北側には控えていることが窺え

る。（吉田・三吉）

00203（城北）情報教育棟用地埋蔵文化財調査に伴う
土木工事に伴う調査

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

2002年５月１５．１７日

立会調査

吉田広・三吉秀充

施設部施設課長発事務連絡

（平成14年５月１４日付）

１調査にいたる経緯

文京遺跡25次調査（調査番号：00202）に先行して、

シートパイル打ち込み作業を、南辺以外の調査区周囲

に行うこととなった。ところが、調査区北辺には、ほ

ぼこれに平行して既設雨水排水管路があり、この管路

の正確な位置を特定して、作業を進める必要が急遼生

じた。既設管路の再掘削ではあるが、２ｍを超える深

度でもあるため、埋蔵文化財調査室では、掘削に際し

調査期間

調査の種別

調査 担 当

依頼文書

（
現地表

シートパイル

－７１

４．００ｍ

卦

Ⅲ2002年度の調査報告
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図2800203調査土層柱状模式図（縮尺１/40）

Ｉ
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／
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写真8900203調査地点東壁土層（西から）



て立会調査を実施することとした。

２調査の記録（図28、写真89）

２５次調査の調査区に基づき、その北西隅部に位置す

る桝に連なる管路を、発掘調査区北東隅部で確認する

掘削を行うこととなった。

結果、調査地点においては、北側テニスコート擁壁

から3.55ｍの地点で既設管路の南端を検出し、管上端

の深度は現地表下205cmであることが判明した。

３調査後の対応

シートパイル打ち込み位置は、テニスコートの擁壁

から４ｍ南になり、打ち込みに要する余掘り幅を勘案

しても、既設管路に影響ないものと判断できたため、

以後のシートパイル打ち込み作業に対して慎重工事を

依頼して、調査を終えた。（吉田）

OO204（城北）総合研究棟等改修工事に伴う調査

（文京遺跡26次調査）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

144.7㎡

2002年７月19日～８月９日

本格調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

（平成14年４月25日付）

１調査にいたる経緯

工学部の一部移転に伴って、旧工学部本館を総合研

究棟とする改修工事が行われることとなった。旧工学

部本館は、昭和38～40年の建設時に、弥生時代後期を

主体とする遺物が採集され、附属図書館２階ホールに

出土遺物が展示されている。また、南側の地域共同研

究センターやベンチャー・ビジネス・ラボラトリー建

設に伴う文京遺跡１３．２０次調査（調査番号：99506.

99910）など、周辺では弥生時代～中世の遺構と遺物

が出土している。

改修工事にあたっては、電気・通信・排水の管路の

敷設計画がたてられており、埋蔵文化財への影響がで

きるだけ少なくなるように､施設部との協議を重ねた。

しかし、一部の管路や粉部分では、掘削深度を浅く調

整できず、これらを文京遺跡26次調査（調査番号：

00204）として、全面調査することとした。

２調査の概要

今回の調査では、旧工学部本館建物へ電気・通信・

排水管を引き込むため､調査地点は建物北側で４箇所、

－７２

南側で２箇所と点在する。そこで、Ｉ～Ⅵ区の調査区

を設定し、城北団地全域で日本測地系平面直角座標系

Ⅳ系を利用して設けた５ｍ方眼の区割によって調査を

進めることとした（図29)。

表700204調査（文京遺跡26次）遺構一覧

地区

I区

Ⅱ区

Ⅲ区

Ⅳ区

Ｖ区

Ⅵ区

遺構の種別・数量

竪穴式住居１（SC-2）

掘立柱建物ｌ（SB-ll）

土壌３（SK－１．４．２７）

炉１（SF-22）

柱穴・小穴２２

Ｉ
SP－３．７．８～１０．１２～１６．１８～２１．２３～2６

2８．２９．３１．３３

竪穴式住居ｌ（SC-50）

士塘３（SK－４１．４４．４５）

溝３（SD-53～55）

柱穴・小穴８

(SP－４２．４３．４６～４９．５１．５２）

土壌ｌ（SK-61）

柱穴・小穴３（SP-62～64）

遺構は出土していない。

竪穴式住居１（SC-89）

土壌７

(SK－７４．７８．７９．９１．９２．９５．９７）

溝１（SD-71）

柱穴・小穴２０

(
SP－７２．７３．７５～７７．８０～8８．９０．９３．９４

9６．９８．９９ ）
土壌１（SK-lO6）

柱穴・小穴６（SP-101～１０５．１０７）

）
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文京26次調査Ⅵ区

三三三三三三;t一言弓
－－－，‐

図2900204調査（文京遺跡26次）調査位置図（縮尺１/1,000）

＝

Ｉ区：旧工学部本館建物北側の東よりの共同溝から

管路を引き込む部分で、Ｃ１°ＣJ－１９．２０区に

位置する。

Ⅱ区：建物北側のほぼ中央の管路部分で、ＣＯ～

ＣＴ－１９．２０区に位置する。

Ⅲ区：建物北側の西よりの管路部分で、ＣＷ－１９．

２０区に位置する。

Ⅳ区：建物北西部の管路部分で、ＤＣ－１９．２０に位置

する。

Ｖ区：建物南東側に計画された管路部分で、ＣＧ～

CQ-l4～16区に位置する。

Ⅵ区：建物南西部で引き込まれる管路部分で、

ＣＺ・ＤＡ－１５．１６区に位置する。

今回のいずれの調査地点でも、城北団地基本層序の

（
｢Ｔ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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Ｉ～Ｖ層の関係を確認できた。しかし、個々で基本層

序を構成する土層群の特'性は異なるため、調査区ごと

に、その詳細を記すこととした。なお、今回の調査で

出土した遺構の埋土を観察すると、以下のａ～ｃに分

類できる。

ａ：やや灰色みを帯びる暗褐色士の埋土。

ｂ：砂喋や小喋が混じる黒褐色の砂質シルトもしく

は砂質土の埋土。

ｃ：黒褐色の砂質シルトもしくは砂質土であるが、

ｂと比べて、砂喋や小喋はほとんど混じらず、

場合によっては部分的に粘'性を帯びるシルトの

埋士。

文京遺跡１３次調査に代表される周辺の調査成果か

ら、ａは中世、ｂは古墳時代後期、ｃは弥生時代～古

一 一一一一一
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墳時代中期の遺構と考えられる。また、ｃの埋土をも

つ遺構は、出土遺物から弥生時代中期後葉～後期であ

る可能性が高い。

今回の調査では、調査範囲が狭く、既設の管路など

による撹乱が著しいが､比較的多くの遺構が出土した。

Ｉ区では１～33、Ⅱ区では41～52,Ⅲ区では61～64,

Ｖ区では71～99,Ⅵ区ではlOl～lO7の遺構番号を与え、

これに遺構略号を冠して種別を示した。ただし、Ｉ区

１７．３０．３２号遺構は、遺構検出時にⅣ層上面に染み込

んだⅢ層部分を誤認したもので、欠番とした（表７)。

（１）Ｉ区の遺構・遺物（図30、写真90～96）

Ｉ区では、地表下50cmでⅡ層、６５～70cmでⅢ層があ

らわれた。Ⅱ層はにぶい黄褐色砂質土で、径３～５ｍ

の小喋が多く混じる。下部ほどきめが細かくなる。Ⅲ

層は、共同溝の余掘部分と建物に沿って埋設されてい

る管路の問、約３ｍの幅に残存し、１５cm前後の厚さで、

径１～３mmの小喋が少量混じる黒褐色砂質シルトであ

る。下部ほど黒みが強い。このⅢ層を掘り下げ中に比

較的多くの遺物が出土した（写真９２．９３)。

Ⅲ層下のⅣ層上面で多くの遺構を検出した。遺構に

－７４－

図3000204調査（文京遺跡26次）Ｉ区全体図（縮尺１/50）

Iま、ＳＣ－２、ＳＢ－ｌｌ、ＳＫ－１．４．２７、ＳＦ-22、ＳＰ－

３．７．８～１０．１２～１６．１８～２１．２３～２６．２８．２９．

３１．３３がある（図30、写真９０．９１)。とくに、Ｉ区西

半部で、竪穴式住居や掘立柱建物、土壌が密集して出

土した。これらの中で、ＳP－２３．２４は、やや灰色みを

帯びるａ類型の埋土をもち、中世の遺構である可能性

が高い。以外の遺構は、いずれもｃ類型の埋土をもち、

さらに出土遺物から、弥生時代中期後葉～後期前葉と

考えられる。

この中で、ＳＣ－２は、ＣJ-19.20区に位置する竪穴式

住居である。調査区が狭く、撹乱で破壊された部分も

多いが、Ⅳ層上面で、ＳＫ－ｌに切られる深さ５cmほど

の黒褐色シルトの広がりを確認した。底面から壁が比

較的立ち上がることから､竪穴式住居の一部と考えた。

SP－２５．２６を床面で確認したが、柱穴か否かは判然と

しない。

また、SB-llは、ＳP－５．６．３０から構成されるｌ

間×１間の掘立柱建物である。それぞれで柱痕跡を検

出した。桁行の柱痕跡間2.77ｍ，梁間の柱痕跡間2.2ｍ

を測る。
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写真9000204調査（文京遺跡26次）Ｉ区完掘全景（南から）

写真9100204調査（文京遺跡26次）Ｉ区完掘

（東から）

写真9300204調査（文京遺跡26次）Ｉ区

Ⅲ層中遺物出土状況（西から）

－７５－

写真9200204調査（文京遺跡26次）Ｉ区

Ⅲ層除去後全景（南から）

写真9400204調査（文京遣跡26次）Ｉ区

SK-27炭化板材出土状況（南東から）
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写真9600204調査（文京遺跡26次）Ｉ区

SF-22完掘（西から）

写真9500204調査（文京遺跡26次）Ｉ区

ＳＦ-22検出状況（西から）

躍

写真10000204調査（文京遺跡26次）Ⅱ区

ＳＤ－５３．５４土層（北東から）

蕊

写真9700204調査（文京遣跡26次）Ⅱ区

全景（東から）

写真9900204調査（文京遺跡26次）Ⅱ区

SC-50（北西から）

写真9800204調査（文京遺跡26次）Ⅱ区

東端完掘（西から）
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土壌の中で、ＳＫ－ｌは、短径2.5ｍほどの隅丸長方形

の土壌である（写真91)。文京遺跡'２次調査でも、同

様な規模と形態の土壌がある。底面は平らで完形に復

元できる婆や壷がまとまって出土していることから、

貯蔵穴と考えられる。埋土は、上層から床面近くまで、

親指先～５cm大の黄褐色砂質シルト塊が非常に多く混

じる暗褐色シルトで、埋め戻している可能性が高い。

また、調査区西壁際で検出したSK-27では、床面近く

から、幅10cm、厚さ１cm前後の炭化板材が２枚並んだ

状態で出土した（写真94)。

さらに、SF-22は、南東部の1/4ほどしか残存してい

ないが、径70～80cmの円形の土壌を復元でき、底面に

接するように、厚さ５cmほどの焼土がかたまって出土

した（写真９５．９６)。炉跡と考えられるが、野外炉な

のか、竪穴式住居に伴う炉なのかは、調査範囲が狭く

判然としない。

（２）Ⅱ区の遺構・遺物（図31、写真97～１００）

Ⅱ区の調査では、中央部西よりのCQ-１９．２０区が撹

乱ですべてを破壊されており、東半部のＣＯ・ＣＰ－

１９．２０区と、中央部から西側のＣＲ～ＣＴ－１９．２０区に

分けて調査を進めた（図31、写真97)。

Ⅱ区東半部のＣＯ・CP-１９．２０区では、地表下25～

30cmでⅡ層、５０cmでⅢ層があらわれた。Ⅱ層は、上部

の灰黄褐色砂質土層であるⅡ－１層と、下部の黄褐色

砂質土層であるⅡ‐２層に分層できる。Ⅱ－１層は団地

造成以前の水田耕作土層、Ⅱ－２層は床土層である。

Ⅲ層は黒褐色砂質土で、褐色みを帯びる。後述するⅣ

区のⅢ－１層とほぼ共通する士層である。地表下65～

70cm以下はにぶい黄褐色砂質士のⅣ層である（写真

98)。

Ⅱ区中央部から西側のＣＲ～ＣＴ－１９．２０区では、地

表下25～43cmでⅡ層、５０～55cmでⅢ層を検出した。Ⅱ

層は、ＣＯ～ＣP－１９．２０区と同じく、上部の水田耕作

士である砂喋混じりの灰黄褐色砂質土層のⅡ－１層と、

下部のにぶい黄褐色砂質土Ⅱ‐２層に分層できる。Ⅱ－

１層からは土器片が出土。Ⅱ－２層の下面には粗砂が

薄く堆積する。Ⅲ層は黒褐色砂質土で、きめが細かい。

地表下55～65cm以下は、にぶい黄褐色砂質士のⅣ層で

ある。深く掘り込まれた撹乱壁面で観察すると、Ⅳ層

の下部は、灰黄褐色粗砂に変化する。

調査区内の撹乱が著しいものの、SC-50、ＳＫ－４１．

４４．４５、SD-53～55,ＳＰ－４２．４３．４６～４９．５１．５２の

比較的多くの遺構が出土した。この中で、SD-53～5５

の３条の溝は、ａ類型の埋土をもつことと出土遺物か

ら、中世の溝と考えられる。また、ＳP－５１．５２は、埋

土に砂喋が多く混じるｂ類型の埋土をもち、古墳後期

の遺構である可能性が高い。以外の遺構は、ｃ類型の

埋土をもつが、SP-48は切り合い関係と埋土の特徴か

ら古墳前期～中期。他はいずれも弥生時代、とくに中

期後葉～後期前葉の遺構であると考えられる。

その中で、SC-50は、Ⅱ区西端のCT-20区で出土し

た竪穴式住居である。Ⅲ層上面から掘り込まれ、１５～

20cmの周壁の立ち上がりを確認できたが、平面形は不

明である。底面がほぼ平坦であることから、竪穴式住

居と判断した。埋土は黒褐色砂質土で、埋土中と床面

から弥生土器片が出土した。また、床面に貼り付いた

状態で焼土塊が出土した（写真99)。

また、SD-53は、Ⅱ区西半部のＣＲ・CS-20区に位置

する溝で、Ⅲ層上部から掘り込まれ、SD-54を切る。

溝幅は、調査区南壁で3.05ｍを測る。西側が断面逆台

形に深く30cmほど掘り込まれる。西側の断面逆台形部

分の下層には、径３～５ｍの砂喋が多く混じる黒褐色

砂質土が堆積し、粘‘性を帯びた部分が縞状に観察でき

る。その上位にはきめが細かい黒褐色砂質シルトが堆

積し、さらに溝全面を覆う最上層には砂喋混じりの黒

褐色砂質土が流れ込む。これに切られたSD-54は、幅

1.2ｍの断面逆台形を呈する。埋土上部は灰黄褐色粗

砂層、下部はにぶい黄褐色細砂層が堆積する。埋土上

部から古代～中世の遺物が出土した（写真lOO)。ＳＤ‐

55は、Ⅲ層を切り込む幅90cmほどの溝で、中央部には

幅25cm、深さ10cmの小溝状の窪みが見られる。その中

には、薄いレンズ状の粗砂層や細砂層が縞状に互層堆

積する。

（３）Ⅲ区の遣構・遺物（図32上右、写真１０１）

Ⅲ区の南北両端は、既設の管路で撹乱を受け破壊さ

れていたが、中央部では地表下45cmでⅡ層、８０cmでⅢ

層があらわれた。Ⅱ層は灰色みを帯びた黄褐色砂質士

層で、上部のⅡ－１層と、下部のⅡ－２層に分層できる。

Ⅱ－１層は、灰黄褐色砂質土で、径５～１０ｍの砂喋が

多く混じる。径５ｍの細長い炭化物を少量含む。Ⅱ‐

２層は、下部を中心として灰色みを帯びたにぶい黄褐

色砂質土居。径２～３１nmの砂喋が多く混じる。Ⅲ層は、

黒褐色砂質士で、上部は遺構埋土と共通してやや粘性

があり、下部はきめが細かくサラサラした土質で黄色

みが強くなる｡上部から下部への変化は漸移的である。

地表下120cm以下はⅣ層である。

－７８－
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〔Ⅳ区〕 〔Ⅲ区〕

２ｍ

7９－

ＳＫ－６１

魂.。
ＳＰ－６２

ＳＰ－６４

寸 一 =コート十Y=-67205
X=93995

＋Y=-67175
X=93995

②

28.50ｍ

Ⅳ層上面で、SK-61、SP-62～64を検出した。調査

区壁面の観察で、SK-61とSP-64はⅢ層中位から掘り

込まれていることを確認できた。いずれもｃ類型の埋

土をもち、弥生時代中期後葉～古墳時代前期の遺構で

ある。

（４）Ⅳ区の遺構・遺物（図32上左、写真102）

地表下80cmでⅡ層、105cmでⅢ層があらわれた。Ⅱ

層は、暗オリーブ褐色砂質土で、下部は褐色みを帯び

Ｉ

28.5０ｍ

咽
一
唖

Ⅲ

Ⅳ

Ａ Ａ’
一一－２８．００ｍ

Ⅳうぐ
ＳＰ－１０１

Ｙ＝－６７１９０

てくる。Ⅲ層は、４０～45cmの厚きで、上部のⅢ‐ｌ層

と、下部のⅢ－２層に分層できる。Ⅲ－１層は、暗褐色

に近い黒褐色砂質シルトで、部分的に粘'性を帯びる。

径２～３mmの砂喋が混じる。土器片が出土。Ⅲ－２層

は、黒褐色粘質士で、粘性が強い。地表下150cmでⅣ

層があらわれた。上層からⅣ－１～Ⅳ－３層に分層でき

る。Ⅳ－１層は、にぶい黄褐色シルトで、部分的に粘

'性を帯びる。Ⅳ－２層も、同じにぶい黄褐色シルトで

ＳＰ－１０５

図3200204調査（文京遺跡26次）Ⅲ．Ⅳ。Ⅵ区実測図（縮尺１/50）

トニエを一片△

２

Ｘ=93975
〔 区〕

SＫ－１０６

③

Ｉ

Ｉ

Ⅱ
Ⅲ

8.50ｍ

堂
ＳＰ－１０７

Ⅱ

てし_岸 Ⅲ－１

Ⅲ-２



写真10100204調査（文京遺跡26次）Ⅲ区

完掘状況（北から）

写真10200204調査（文京遺跡26次）Ⅳ区

Ⅲ層検出状況（北から）
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愚

ザ
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写真10400204調査（文京遺跡26次）Ｖ区

東端部完掘（東から）

る。既往の99908調査区と一部重複する。また、ＣＭ

～ＣＯ-15区は既設の管路や析の設置に伴う撹乱が著し

く、遺構はすべて破壊されていた。そのため、調査は、

東半部のＣＧ～CL-１４．１５区と、西端部のＣＰ・ＣＱ－

ｌ５・’6区に分けて進めることとした。

Ｖ区東半部のＣＧ～CL-l4・’5区では、地表下20～２５

cmでⅡ層が、３０～35cmでⅢ層があらわれた。Ⅱ層は灰

あるが、Ⅳ－１層より灰色みを帯びる。Ⅳ－３層は、灰

黄褐色細砂層である。

Ⅳ区では、遺構は出土していない。遺物は、Ⅲ層中

から弥生土器片が数点出土しているのみである。

（５）Ｖ区の調査（図３３．３４、写真103～105）

Ｖ区は、ＣＧ～CQ-l4～16区の旧工学部本館建物の

南東側に計画された総延長62ｍほどの管路部分であ

写真10300204調査（文京遺跡26次）Ｖ区

東半部完掘（西から）

－８０－



盟国圃

こ えFK←づも千七l 三三号 サメ三月
nu --，，

 

a
u
l
htiti
 

--
Y
 

おと前6-85二
SC・89

au --ヲ，
a
U
BI
-
-

=
 

Y
 

HK同

U--28伽す 28.80mミ三戸
SP-82 SP-81 

28.60m一一一一 ーー一一.:.28.60m 

てア てア

工えよさ五 人二二プコL九 : 一 一 ~/ 28.50m 
正----.Jf:-

r======= 
U 

Y=-67095 

刀-28.80m--c::r-28.80m 

14 CG 

Y=-67100 

CH CI 

I I ~ 

百
H

5m 。

Y=-67140 

Y=-67120 〔99908調査区〕

Y=-67130 

CP 

ム/ ~ CM 
CN 

事

Y=-67110 

CL 

15 

CK CJ 

10m 

図33 00204調査(文京遺跡26次)v区実測図①(縮尺 1/200、1150)

[99908調査区〕

16 

X=93970 



Ｏ

ＳＫ-78

ＳＰ－７６ＳＰ－７６

二銭ＳＰ－７５

鬼
1,-Ｘ=93975

ＳＰ－７６ＳＰ－７５

ＡＡ，Ｂ’

-28.50ｍ＝寺28.50ｍ

ＳＰ－７ ３ Ｓ Ｐ － ７ ２

ＣＣ，ＤＤ’
-28.80ｍ-28.80ｍ

‐℃｢‐。

Ⅲ2002年度の調査報告

２ｍ
陰 Ｊ－

Y＝－６７１４０

iiご全鴛笛 P-72

１－－１
ＳＰ－７７

ロ

山 09.9Ｚ Ⅱ当’ﾛ匡寺ﾗﾐ皇
Ｉ

０

図3400204調査（文京遺跡26次）Ｖ区実測図②（縮尺１/50）

黄褐色砂質土、Ⅲ層は黒褐色砂質シルトである。ただ

し、この地点のⅢ層は、他地点と比べてやや明るい土

色で、砂喋が比較的多く混じる。また、Ⅲ層は厚さ１０

cm前後と薄く、地表下40～45cmでⅣ層があらわれた

(図33、写真１０３．１０４)。その西側のＣＯ・CN-l5区で

は、Ⅲ層下にはⅣ層は見られず、暗褐色砂質土や灰色

砂喋層、黄褐色細砂層のＶ層と考えられる土層群が盛

り上がる。

Ｖ区西端部のＣＰ・ＣＱ－１５．１６区では、既設管路の

設置時にかなりの撹乱を受けており、Ⅱ層は残存せず、

Ⅲ層も地表下40～45cmで部分的に確認きれたにすぎな

い。この地点のⅢ層は、黒褐色砂質シルトで、上部に

砂喋が多く混じるのに対して、下部にはほとんど砂喋

は混じらない。地表下55～60cmでⅣ層上面を検出した

(図34、写真105)。

Ｖ区では、撹乱が著しいものの、SC-89、ＳＫ－７４．

７８．７９．９１．９２．９５．９７、SD-71、ＳＰ－７２．７３．７５～

７７．８０～８８．９０．９３．９４．９６．９８．９９の遺構が出土し

た。この中で、SD-71、SK-92、ＳＰ－８４．８５．８８．

９３．９４は、灰色みを帯びたａ類型の埋土をもち、中世

の遺構と考えられる。また、埋土に小喋が混じるｂ類

型の埋土のＳＫ－７８．９１．９５．９７，ＳＰ-７２．７３．７５．

－８３－



写真10500204調査（文京遺跡26次）Ｖ区

西端部完掘（北から）

７７．８０～83は古墳時代後期、小喋がほとんど混じらな

いｃ類型の埋土をもつSC-89、ＳＫ－７４．７９、ＳＰ－７６．

８６．８７．９０．９６は、弥生時代とくに中期後葉～後期の

可能性が高い。

（６）Ⅵ区の調査（図32下、写真106）

地表下55～65cmでⅡ層、７５～95cmでⅢ層があらわれ

た。Ⅱ層は砂喋混じりの灰褐色砂質土。Ⅲ層は、上部

の砂喋混じりの暗褐色砂質シルトであるⅢ－１層と、

下部の黒褐色シルトのⅢ－２層に分層できる。Ⅲ－１層

は明るい茶色系の土色で、砂喋を多く含む点がⅢ‐２

層と異なる。Ⅲ層は37～40cmの厚さで、地表下110～

125cmでⅣ層の上面を確認した。

Ⅳ層の上面でSP-101～１０５、DA-16区壁面でSK-

106とSP-lO7を確認した。これらは、いずれも砂喋混

じりのｂ類型の埋土をもつ。古墳時代後期と考えてよ

い。

３調査のまとめ

今回の調査は、調査範囲が狭い上に、撹乱が著しか

ったが、多くの遺構を確認できた。前述した昭和38～

40年の旧工学部本館建設時に出土した弥生時代後期を

主体とする遺物だけではなく、弥生時代から中世の遺

構が周辺に濃密に分布することが考えられる。とくに、

Ｉ区では、弥生時代中期後葉～後期前葉の遺構が密集

して出土し、当該期の文京遺跡の大規模集落がこれま

で考えられてきた以上に東側に延びることを確認でき

たのは大きな調査成果と言える。

また、特徴ある遺物として、Ⅱ区CT-20区SC-50の

#識卒醤,

騨群#織蝉 蕊
蕊愈嬢驚

篭溌

写真10600204調査（文京遺跡26次）Ⅵ区

遺構検出状況（北から）

壁際から、線刻絵画土器が出土している。壷の肩部と

考えられる破片で、細いへラ状工具で描かれる。弥生

時代中期後葉～後期前葉と考えられるが、これまで文

京遺跡で出土している、鹿を描いた線刻絵画土器とは

異なる抽象的な表現をとるものである（図35-1)。ま

た、Ｉ区CI-19区では、Ⅲ層中から分銅形土製品が１

点 出 土 し て い る （ 図 3 5 - 2 ) 。 （ 田崎）

、

＜ｉ簿ＬＷ
－－－－２

ロ ３ｃｍ

図3500204調査(文京遺跡26次)出土遺物実測図(縮尺１/2）
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Ⅲ2002年度の調査報告

00205（城北）総合研究棟等改修電気設備工事に伴う調査

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

３㎡

2002年１０月2l日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

（平成14年１０月16日付）

２調査の記録（図36）

今回の調査地点は、工学部４号館西側の駐輪場のほ

ぼ中央部にあたる。駐輪場は、工学部４号館建設後に

設けられ、４０～70cmの盛土が行われている。’駐輪場の

南西側の99215調査２トレンチでは道路面から55cmで、

北側の１６Ａ次調査区（調査番号：99701）南西端では

表土から40cmで、城北団地基本層序のⅢ層に達する。

これらから、工事地点では現舗装面から１００～１０５cmで

Ⅲ層があらわれる可能性が高い。

電線管路掘削では、地表下80cmまでＩ層が続き、そ

の下位にはⅡ層が見られる。そして、地表下105cmで

Ⅲ層があらわれた。Ⅲ層最上部は砂喋が多く混じる黒

褐色砂質シルトで、土器の細片が点々と出土した。砂

喋の多く混じる最上部は約５cm続き、黒褐色砂質シル

トに漸移的に変化する。こうしたⅢ層の堆積状況は、

,駐輪場の南西側の99215.99404調査地点とは異なり、

北側の16Ａ次調査区南西端と共通する。

調査面積

調査期間

調査の種別

調査 担 当

調査補助

依頼文書

１調査にいたる経緯

旧工学部本館である総合研究棟改修に伴い、新たな

電線管が城北団地西門付近で構内に引き込まれること

となった。埋蔵文化財調査室と施設部の協議で、既設

管路を用いることとされていたが、工学部４号館西側

の駐輪場では、配管の都合で既設管路外を掘削する必

要が生じたことが、施設部から埋蔵文化財調査室に連

絡された。埋蔵文化財調査室では、既往の調査成果か

ら、当初設計の掘削深度では埋蔵文化財に影響がある

と判断し、施設部と協議の上、掘削深度を浅くすると

ともに、工事にあたって立会調査を行うこととした。

３調査後の対応

既設管路外の掘削深度を、Ⅲ層があらわれた地表下

１０５cmまでに依頼し、調査を終了した。（田'11奇）
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１調査にいたる経緯

情報教育棟・放送大学愛媛学習センター新営に伴っ

て、総合情報処理センターの西側の囲障を取り壊し、

新たに通用門を設置することとなった。工事地点は、

1998年に決定された遺跡保存範囲と隣接することか

ら、周辺における既往の調査成果によって、施設部か

ら提示された計画案を検討した。その結果、ごくわず

かであるが、遺跡保存範囲で、城北団地基本層序のⅢ

層に掘削の及ぶ可能性が生じた。そのため、試掘調査

を行い、その結果を踏まえた上で、施設部と埋蔵文化

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

0.5㎡

2002年11月27日

試掘調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成１４年１１月27日付）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

図3700206調査地点位置図、士層柱状図および周辺士層断面図（縮尺１/200,1/４０，１/２００．１/100）
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財調査室が協議し、遺跡保存範囲の埋蔵文化財に影響

が生じないように、設計を変更することとなった。

２調査の記録（図37、写真107～１０９）

工事計画地点は､城北団地西辺のほぼ中央にあたる。

既存の汚水管路や電線管路をさけて、囲障から３ｍほ

ど離れた地点に調査地点を設定した（写真１０７．１０８)。

表土下80cmまで造成土であるＩ層が続き、その下層

には砂牒混じりの黄灰色砂質シルトが見られる。炭化

物片が多く混じり、薄いマンガンの沈着層が何重にも

縞状に観察できる。団地造成以前の旧水田層であるⅡ

層である。Ⅱ層下からは、地表下140cmで褐灰色砂喋

層があらわれた。層厚を確認するために、現地表下

165cmまで掘り下げたが､なお砂喋層が続く(写真109)。

遺物は出土していない。こうしたⅡ層下の褐灰色砂喋

層は、北東側に25ｍほど離れた１８次調査（調査番号：

99802）Ａ区ではみられない。むしろ、南側に50ｍほ

ど離れた17次調査（調査番号：99715）３トレンチで

確認されている、弥生時代後期後半の土器を包含する

SR-50の埋土である砂喋層に共通する。

写真10700206調査地点遠景（東から）

写真10800206調査地点（東から）

Ⅲ2002年度の調査報告

３調査のまとめと対応

今回の調査では、Ⅱ層下で確認した褐灰色砂喋層は、

南側の17次調査３トレンチで確認されている弥生時代

後期後半に埋没するSR-50の埋土である砂喋層と対応

する。SR-50が団地西辺に沿ってほぼ南北に流れてい

たことが考えられる。

以上の調査結果をまとめ、施設部と協議を行った。

その結果、

①通用門の新設にあたっての掘削を、団地西側の歩

道面から30cmに留めること。

②外灯工事では、外灯基礎部分では地表下80cm、管

路部分では30cmの掘削に留めること。

③付け替えが必要となる汚水管路は、既設の管路よ

りも深くしないこと。

の、遺跡保存範囲の埋蔵文化財に影響がない設計変更

を行うこととした。

また、施設部においては、工事の発注時に、施工業

者に埋蔵文化財に影響が生じないよう、慎重工事が必

要なことを周知徹底する旨、依頼した。（田崎）

写真10900206調査西壁十層（北東から）

－８７－



OO207（城北)総合研究棟新営電気設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町２番５号

愛媛大学城北団地理学部構内（図ｌ）

1.5㎡

2002年１１月29日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

（平成１４年４月30日付）

１調査にいたる経緯

理学部構内に建設されている総合研究棟への電気引

き込み工事が行われることとなり、先の文京遺跡21.

24次調査（調査番号：00003.00105）の成果から、埋

蔵文化財へ影響が及ぶことは確実であり、立会調査を

実施することとなった。

Ｙ -66825Ｉ０１ｍ

－割

２調査の記録（図38、写真１１０．１１１）

調査地点は、理学部構内の南東隅に位置する（写真

１１０)。西側の、文京遺跡21次調査Ｉ区南東部では、東

西に延びる古代～中世の溝であるＳＤ－５を確認してい

たが、その延長部分を、城北団地基本層序のⅣ層上面

で確認できた（写真111)。ただし、遺物は出土してい

ない。

３調査後の対応

文京遺跡２１．２４次調査では、Ⅳ層上半部には縄文後

期、下半部には縄文前期の遺構と遺物が包含きれてい

ることが明らかにされている。今回の工事では、周辺

が盛土されており、縄文後期の遺構と遣物が包含され

るⅣ層上半部まで掘削が及ばないため、‘慎重工事を依

頼し、Ⅳ層上面までで調査を終了した。 （田崎）

X=94190

30.00ｍ
SD-501

5８
SC-認SC-30／

○
／

gＬ－－ SK-33／SK-33／

Ｉ
～

Ｉ～－．－‐
ｌ／
､１１
、１

ご／

(S三L－ＬＯ

文京遺跡21次調査区一一宝乏ご＝

ＡＥ

0

ＳＫ－３１

～

～－－ー一 〆

／

○○○
＝lＬ－－

◎

◎

ＳＫ－３５

ＡＤ AＣ

図3800207調査地点位置図および土層柱状図（縮尺１/100,1/40）

－８８－

00209-3

ＳＤ－５

00207

銅豊丘区
Ｙ＝

Ｘ=94185

5７

66810

１０ｍ



Ⅲ2002年度の調査報告

写真11000207調査地点（西から） 写真11100207調査遺構検出状況（北から）

002082002年度構内遺跡確認調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市山越４丁目１１番10号

愛媛大学山越団地（図３）

65㎡

2002年12月２５．２６日

確認調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

（平成１４年１１月１９日付）

１調査にいたる経緯

施設部から、山越団地ラグビー場の防球ネット取設

工事について、埋蔵文化財調査の要否及び実施の依頼

があった。しかし、山越団地では点的な調査しか行わ

れておらず、工事に対して正確な情報を回答すること

ができない状態にあった。そこで、2002年度の構内遺

跡確認調査を山越団地で実施することにより、団地内

の埋蔵文化財の分布状況を把握することとした。

２調査の記録（図39）

調査地点は、ラグビー場防球ネット取設工事が計画

されている団地東辺に沿って南北にｌ～６トレンチ、

北辺東側に７．８トレンチを設定し（写真１１２．１１９)、

遺構の有無や堆積物の観察を行った。各トレンチの堆

積土層の対応関係は複雑で､以下のように大別を行い、

トレンチごとに堆積土層の特徴を報告する。

①層：表土層。

②層：団地造成以前の旧水田層。

③層：団地東辺のｌ～４トレンチで確認できた河川

堆積物および湿地堆積物。

④層：団地北東隅近くの７．８トレンチで確認でき

た湿地堆積物。

⑤層：２．４．７．８トレンチで、③．④層下で確

認できた河川堆積物。

⑥層：団地北東隅の５．６トレンチで確認できた黒

褐色砂質シルト層。

⑦層：５．６トレンチで、⑥層下で確認できたにぶ

い黄色のシルトー砂質土層。

［１卜レンチ］（図39、写真１１３．１１４）

団地南東隅に、99205調査２トレンチを既に設定し

ていたので、その北側に１トレンチを設定した。地表

下80cmで②層、110cmで③層があらわれた。以下は、

地表下235cmまで、③層が続く。ｌトレンチでは、②

層は砂喋混じりの褐灰色粘質シルト層である。

③層上半部は褐～黒褐色の粘質土の湿地堆積物で、

下半部は灰褐色砂喋の河川堆積物である。上半部を

③－１層、下半部を③－２層とした。③－１層は１ａ～１

.層に分層でき、上層ほど粘性が強く、下層ほど黒み

が強い土色となる。③－１a層は褐色粘質土で、粘性は

③-lb層よりも強い。上層の②層からしみ込んだ量管

状斑文が見られる。③-ｌｂ層は、砂喋混じりの褐色粘

質土。③－１ｃ層と比べて灰色みを帯び、粘性が強い。

－８９－
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写真11200208調査２．３トレンチ（北から）

写真11300208調査１トレンチ（北西から）

写真11400208調査１トレンチ東壁土層（西から）

未分解のアシやヨシが見られる。③－１c層は黒褐色粘

質土層で、未分解のアシやヨシ、径５cm前後の流木が

見られる。一部に厚さ２～３cmのレンズ状の灰褐色粗

砂層や細砂層が含まれる。③－１．層は下層の③－２層

の砂牒層と③－１c層が混合する土層である。③層下半

部の③－２層は灰褐色砂喋層。粗砂．細砂．小喋の薄

いレンズ状ブロックが縞状に互層堆積する。２～４ト

レンチでも、この③－２層に対応する河川堆積物を確

－９１

Ⅲ2002年度の調査報告

写真11500208調査２トレンチ（南西から）

写真11600208調査２トレンチ東壁下部土層(西から）

認しているので、１トレンチの③－２層を、③－２a層

とする。

［２トレンチ］（図39、写真115.116）

ｌトレンチから北側に30ｍほど離れた位置に２トレ

ンチを設定した。地表下68cmで②層があらわれた。②

層の層厚は50cmほどで、上半部の②－１層は砂喋混じ

りの暗灰色砂質シルト層。下半部の②－２層は、②－１

層と比べて、やや灰色みを帯びた灰色粘質土居で、含



写真11700208調査３トレンチ（南西から）

写真11800208調査３トレンチ東壁土層（西から）

写真11900208調査４～７トレンチ（南から）

まれる砂喋は少ない。

②層下では、地表下１１５cm前後で③層を検出した。

上半部はほぼ水平に互層堆積した河川堆積物、下半部

は北から南に向かって斜めに堆積する河川堆積物であ

る。上半部は堆積状況から、ｌトレンチの③－２層と

対応すると考えられる。下半部は、③層に先行する河

川堆積物で、⑤－１層とした。

２トレンチの③－２層は、細砂層・粗砂層・小喋層

が縞状にほぼ水平に互層堆積する。１トレンチの③－

写真12000208調査４トレンチ（北西から）

写真12100208調査４トレンチ東壁下部土層(北西から）

２a層との対応をはかれないが、③－２層は２ｂ～２．

層に分層できる。③－２ｂ層はオリーブ黄色や灰色の

粗・細砂で、径２～４cmの小円喋が２～５cmの厚さで

それぞれ縞状に互層堆積する。③－２c層はオリーブ黄

色や灰色の細砂が縞状に互層堆積。③－２.層はオリー

ブ黄色や灰色の粗・細砂、径２～４cmの小円篠が２～

５cmの厚さでそれぞれ縞状に互層堆積する。

また、⑤－１層はオリーブ黄色や灰色の粗・細砂、

径２～４cmの小円篠が２～５cmの厚さでそれぞれ縞状

－９２－



に互層堆積する。後述する４トレンチでも、同様な河

川堆積物を確認できている。

［３トレンチ］（図39、写真１１７．１１８）

団地東辺のほぼ中央、２トレンチから25ｍ北側に設

定した。地表下90cmで②層を確認した。②層は、上半

部の砂喋混じりの灰色粘質シルト層である②－１層、

これと比べてやや灰色みを帯び、砂喋が少ない灰色粘

質土層である②－２層に分層できる。地表下120cm以下

は、260cmまで③層が続く。３トレンチの③層は、細

砂層・粗砂層・小喋層が縞状にほぼ水平に互層堆積し

た河川堆積物で、２トレンチの③－２層と対応する。

さらに、③－２層は上層から、青灰色細砂層で厚さ

ｌ～２cmの微細砂層や細砂層が縞状に互層堆積する

③－２e層、オリーブ黄色粗砂層である③－２f層、灰白

色粗砂層に灰色粘土の薄いレンズ状のブロックが混じ

る③-29層、灰白色の細砂や粗砂の薄いレンズ状ブロ

ックが縞状に互層堆積する③－２ｈ層に分層できる。

③－２h層下部には、薄いレンズ状に樹枝がかたまって

出土した。

［４１､レンチ］（図39、写真１２０．１２１）

団地北東隅から南に４５，，３トレンチから北側に３５

ｍ離れた位置に設定した。地表下30cmで②層があらわ

れる。上半部の砂篠混じりの暗青灰色粘質土である

②－１層、砂喋混じりのオリーブ灰色粘質シルト層で

ある②－２層に分層できる。

地表下110～200cmは､河川堆積物である③層が続く。

上半部には、細砂層・粗砂層・小喋層が縞状にほぼ水

平に互層堆積する。１～３トレンチの③－２層に対応

する河川堆積物である。２i～２ｋ層に分層できる。

、

、

、

、

、 ２ｍ

Ⅲ2002年度の調査報告

③－２i層は褐灰色砂喋層。 薄い粗砂層・小円喋層が縞

状に互層堆積する。③． 2i層と②－２j層の層界部分か

こ比定できる須恵器の高台付坪の口縁部ら８世紀前半に比定

片が出土した。③-Ｉ片が出土した。③－２j層は褐灰色の粗砂層と砂篠層が

縞状に互層堆積する。小円篠は混じらない。③－２ｋ層

は褐灰色の粗砂層と砂喋層が縞状に互層堆積し、上層

の③－２j層と比べて、砂喋の粒子の大きさが揃う。

地表下200cm以下は、同じ河川堆積物でも、北から

南に向かって斜めに落ち込むように、縞状に互層堆積

する細砂層・粗砂層・小喋層から構成される。２トレ

ンチの⑤－１層と対応する可能性が高いので、続けて

⑤－２層とし、上半部の⑤－２a層と下半部の⑤－２ｂ層

に分層した。⑤－２a層は青灰色細砂層。⑤－２ｂ層は、

厚さ５～１０cmの灰色細砂層．にぶい黄色微細砂層．青

灰色細砂層が縞状に互層堆積する。

［５トレンチ］（図３９．４０、写真１２２．１２３）

団地北東隅近くの４トレンチと６トレンチの間に、

６１､レンチで確認できた⑦層が、どのように南に向か

って落ちていくかを確認するために設定した。

地表下85cmで②層を確認できた。②層は、上半部の

砂喋混じりの暗青灰色粘質土層である②－１層、下半

部の砂喋が多く混じる暗オリーブ褐色砂質シルト層で

ある②－２層に分層できる。

地表下125cmで黒褐色砂質シルト層があらわれた。

⑥層である。南に向かって次第に厚さを増す。⑥層上

面からＳＫ－ｌが掘り込まれていることを壁面で確認で

きた。ＳＫ－１の埋土は、砂喋が多く混じる黒みが強い

黒褐色砂質土で、弥生土器片が出土し、北側部分には

焼土や炭化物が多く含まれる。また、⑥層中位から、

１７．００ｍ

／
D層（表土・真砂土） ／

／

１６．００ｍ

(2)-1層

１５．００ｍ

図4000208調査５トレンチ東壁十層断面図（縮尺１/40）

－９３－



写真12200208調査５トレンチ（北西から）

写真12400208調査６トレンチ（南西から）

灰色みを帯びて粘性がややある黒褐色砂質シルトを埋

土とするSP－３．４、⑥層下面からも、暗灰黄色砂質

土と黒褐色砂質土が混合するSP-2が掘り込まれてい

る。⑥層の下には⑦層が堆積する。上から⑦－１層と

⑦－２層に分層できる。⑦－１層は暗灰黄色砂質土に黒

褐色砂質土の小塊が点々と混じり、⑥層と⑦層が混合

した状態である。⑦－２層はにぶい黄色のシルトー砂

質土層で、上半部のにぶい黄色シルト層である⑦－２ａ

層と、下半部のにぶい黄色のきめが細かい砂質土層で

ある⑦－２b層に区分できる。

［６トレンチ］（図39、写真１２４．１２５）

団地北東隅に設定したトレンチである。地表下87ｃｍ

で、暗オリーブ灰色砂質シルトである②層が確認でき

た。さらに、地表下110cmで⑦層があらわれた。上半

部は、暗オリーブ褐色砂質シルトで、５トレンチの

⑦－１層に対応する。下半部はにぶい黄色シルト層。

写真12300208調査５トレンチ東壁SK-1土層（北西から）

写真12500208調査６トレンチ北壁土層（南西から）

５トレンチの⑦－２a層と対応する。⑦層の上面から小

穴が掘り込まれていることを壁面で確認できた。

［フトレンチ］（図39、写真126～128）

団地東北隅に設定した６トレンチから西側へ25ｍ離

れた地点に位置する｡地表下85cmで②層があらわれた。

７トレンチと後述する８トレンチでは、②層は厚く、

幾層かの水田層と、これを覆う流水性の砂喋層が互層

となって堆積する状況を確認できる。

②－１層は暗オリーブ灰色砂質シルト層。下層には

マンガンが沈着する床土層である②－２層を確認でき

る。②－２層直下には、灰褐色砂喋層が堆積する。厚

さ１cmほどの灰色粗砂ラミナが見られる。洪水によっ

て運ばれた砂喋層で、後述する８トレンチでは、下層

の②－４層との間に水田層が確認され、②－３a層とし

た。②－３a層下には、灰黄色微細砂層が見られ、その

下層に灰黄色細砂を含む暗灰褐色粘質シルト層を確認

－９４－



した。層界は不整合面をなし、水田層とそれを覆う洪

水性の砂喋層と考え、灰黄色微細砂層を②－４a層、下

層の灰黄色細砂を含む暗灰褐色粘質シルト層を②－４ｂ

層とした。さらに、②－４b層下にも、やはり水田層と

考えられる砂喋混じりの灰色粘質シルト層が見られ

る。②－５層とした。

地表下145cmで、砂喋混じりの暗灰色ないし灰色の

粘質土層があらわれた。９０cmほどの層厚で、湿地性の

堆積物である。下層には１．４トレンチの最下面で確

認できた⑤層に対応する土層群が見られることから、

④層とした。上層からｌ～４層に分層できる。④－１

層は砂喋混じりの暗灰色粘質士で、厚さｌ～２cm灰色

粗砂や細砂のラミナが点々と見られる。④－２層は砂

喋混じりの暗灰色粘質土。④－１層と比べて、ラミナ

も見られず、砂喋も少ない。未分解のヨシやアシが見

られる。弥生土器の細片が数点出土。④－３層は砂喋

が多く混じる灰色粘質土。④－４層は暗灰色粘質士。

灰色粗砂や細砂のラミナが点々と見られる。未分解の

ヨシ、アシ、樹枝が見られる。割材と、その周辺から

集中して縄文時代晩期の土器片が出土した(写真128)。

地表下235cm以下には、灰褐～灰白色の砂喋層が、

南に向かって落ち込むように、斜めに縞状に互層堆積

する。２．４トレンチの⑤層に対応すると考えられ、

⑤－３層とした。上半部に堆積する灰褐色粗砂層を⑤‐

３a層、下半部に見られる灰色や灰白色の粗・細砂が

薄く縞状に互層堆積する層を⑤－３ｂ層とした。⑤－３

b層には、樹枝や葉がかたまってレンズ状の堆積とな

っている部分が見られる。

［８トレンチ］（図39、写真１２９．１３０）

８トレンチは、７トレンチと99205調査３トレンチ

の問に設定した。地表下95cmで②層があらわれた。

７トレンチと同じく、幾層かの水田層と、これを覆う

洪水性の砂篠層から構成される。②－１層は、砂篠混

じりの暗青灰色砂質シルト。②－２層は、砂喋混じり

のにぶい黄燈色砂質シルトで、②－１層の床土部分。

②－３層は、上部の褐灰色砂喋層の②－３a層と、下部

のにぶい黄燈色砂質シルト層である②－３b層に分層で

きる。水田層とこれを覆う砂喋層である。②－３a層で

は、ほぼ水平に堆積する灰色粗砂ラミナが点々と見ら

れる。②－３ｂ層には砂操が非常に多く混じる。②－４

層も、水田層とこれを覆う砂喋層である。上部の②‐

４a層は、にぶい黄燈色砂喋層で、ほぼ水平に堆積す

る灰褐色粗砂のラミナが点々と見られる。下部の②‐

Ⅲ2002年度の調査報告

４ｂ層は、砂喋が多く混じる褐灰色砂質シルトで、下

部には量管状斑文が見られる。②－４a層との層界は不

整合面をなし、水路と考えられる溝の断面を確認でき

た。７トレンチの②－５層に対応する水田層は見られ

ない。

②層下の地表下160～225cmには、灰色粘質土層が堆

積する。④層である。上部ほど砂喋が混じり、暗い土

色に変化する。７トレンチの④－１．④－２．④－４層

を確認できたが､各士層群の層界は漸移的に変化する。

④－１層は、砂篠混じりの灰色粘質土層で、部分的に、

灰色粗砂や細砂のラミナが見られる。④－２層は、④－

１層と同じ砂喋混じりの灰色粘質土層であるが、砂喋

は少なく、ラミナも含まれない。未分解のアシやヨシ

が見られる。④－４層は灰色粘質士層で、部分的に灰

色粗砂や細砂のラミナが点々と見られる。未分解のア

シやヨシが見られる。

地表下225cm以下には、北から南に向かって斜めに

落ち込むように、ほぼ水平に互層堆積する灰色や灰白

色の細砂層・粗砂層から構成される河川堆積物が見ら

れる。④－４層との境界部に集中して径５～８cmの樹

枝が多く含まれる。⑤－４層とした。

３調査のまとめ

今回の調査では、点的にではあるが、山越団地の東

辺に集中してトレンチを設定し、堆積している土層群

の観察を行った。結果、以下のような埋蔵文化財の分

布状況を把握できた。『集報Ｉ』の99205調査の報告に

一部訂正を加えながら整理する。

(ａ）表土下の②層は、団地造成以前の水田層である

が、今回調査の７．８トレンチで検出した②層下

半の②－３．②－４層には、ざらに古い水田層が含

まれる。地点的には、後述する７．８トレンチ付

近を南北に流れる旧河道が埋没し湿地化する谷状

の窪地に位置する。調査範囲が狭く、出土遺物も

ないため、水田層の時期は不明だが、洪水‘性の砂

喋層で覆われているため､田面の遣存状況はよい。

(ｂ）今回の調査では、５．６トレンチで、黒褐色砂

質シルト層である⑥層、暗オリーブ褐色砂質シル

ト層やにぶい黄色シルト層の⑦層を確認し、⑥．

⑦層を切り込む弥生時代の遺構を検出した。団地

北東隅付近には、当該期の遺構が分布することは

明らかである。

(ｃ）５．６トレンチで検出した⑥層と⑦層に対応す

－９５－



写真12600208調査７トレンチ（南西から）

写真12700208調査７トレンチ北堅士層（南西から）

写真12900208調査８トレンチ（南西から）

写真12800208調査７トレンチ④－４層遺物出土状況

（西から）

写真13000208調査８トレンチ北壁下部土層(南西から）

－９６－



る土層群は、団地北東隅から８０ｍほど離れた

99205調査３トレンチでも確認できている。99205

調査で⑩－１層とした士層は今回の⑥層、⑩－２層

は今回の⑦層に対応すると考えられる。ただし、

⑥層上面の検出レベルは、今回調査の６トレンチ

と比べて、６５cmほど低い。今回調査の７．８トレ

ンチ付近を南北に流れる旧河道を挟み、低い微高

地が99205調査３トレンチより西側に広がり、何

らかの遺構が営まれている可能性が考えられる。

(ｄ）団地東辺で南北方向の延長線上に設定した１～

６トレンチでは、４．５トレンチ間で⑥．⑦層が

南に向かって落ち込み、４トレンチ以南では湿地

．および河川堆積物である③層を確認でき、東西に

のびる旧河道を想定できる。この旧河道の埋没時

期は、４トレンチ③－２i層と②－２層の層界部か

ら８世紀前半に比定できる須恵器の高台付杯の口

縁部片が出土したことから、８世紀前半にはほぼ

埋没を終わり、ｌトレンチ③－１層に示されるよ

うに、一部が湿地環境に変遷するものと考えられ

る。

(ｅ）今回調査のｌトレンチ南側に位置する99205調

査では、２トレンチの、⑦．⑧層が今回調査の

③－１層に対応する湿地堆積物、⑨層が今回調査

の③－２層の河川堆積物である。⑥層も、やはり

湿地堆積物と考えられる。さらに、99205調査１

Ⅲ2002年度の調査報告

トレンチの①－２．②層も、この湿地堆積物と対

応するものと考えられる。99205調査１トレンチ

③層は黄灰褐色砂層、④層はやや灰色みを帯びる

暗茶褐色ないし灰黄褐色シルト層、⑤層は砂層お

よび砂喋層で､より南側に旧河道が移動しながら、

河畔に湿地が形成されていく過程をトレースでき

る。

(ｆ）今回調査の７．８トレンチでは、⑤層の河川堆

積物に示される旧河道が流路を南に変えることで

湿地環境となり、④層が堆積する。７トレンチ

④－２層から弥生土器片、④－４層から縄文時代晩

期の土器片が出土することから、かなり長期間に

わたり湿地環境が続いたと考えられる｡その間で、

出土した土器片や割材に示される遺物包含層が形

成される。

以上、今回の調査では、団地北東隅付近で弥生時代

の遺構が営まれる微高地、その南側で旧河道を確認で

きた。この旧河道は、次第に南に流れを変え、河畔に

は湿地が形成される。また、団地北東隅から西側では、

旧河道が埋没し湿地化する過程で形成される縄文時代

晩期～弥生時代の遺物を包含する土層群を検出でき、

さらに上層に水田が営まれることを把握できた。

こうした調査成果から判断して、山越団地東辺部付

近で、深い掘削を伴う工事に際しては、発掘調査が必

要である。 （田崎）

OO209（城北)総合研究棟新営電気・機械設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町２番５号

愛媛大学城北団地理学部構内（図ｌ）

22.6㎡

2003年１月23～29日

立会調査

田崎博之

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

(平成１４年１２月26日付）

１調査にいたる経緯

理学部構内で建設中の総合研究棟に付設される電気

設備と機械設備の計画が、施設部から提示された。協

議を重ね、文京遺跡２１．２４次調査（調査番号：

00003.00105）の調査成果を考慮して、管路部分は表

土層部分におきめること、掘削深度が深い粉部分につ

いては立会形式の調査を実施することとした。

２調査の記録

今回の調査地点は６箇所で、調査順に１～６トレン

チの名称を与えた（図41、写真131)。

［１トレンチ］（図42右、写真132～134）

AO-58区に位置する。２１次調査Ｉ区南西隅で確認で

きた縄文前期の遺物溜まり（SX-417）の南側に接す

る地点であり、城北団地基本層序のＶ層上面まで掘り

下げて調査を行うこととした。

地表下30cmでⅡ層、５３cmで灰黄褐色砂喋層があらわ

れた。径５～20ｍの砂篠の薄いレンズ状ブロックが縞

－９７－



LLLLLLu-I l-l

； 理学部本館

’ ’

図4100209調査地点位置図（縮尺１/1,500）

〔２トレンチ〕 〔１トレンチ〕

１－１

１．１－２
30.00ｍ

Ⅲ一

蕊
旨)胃|；

鵬

－

１

雪

Ⅱ

ⅣＶ三ＳＰ－１
埋土部分

１

､】

ｇｏ己８－

悪;漣

紗

＞

２ｍ

図4200209調査１．２トレンチ実測図（縮尺１/50）
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写真13100209調査調査風景 写真13200209調査１トレンチ（北東から）

写真13300209調査１トレンチ南壁士層（北から） 写真13400209調査１トレンチ西壁-t層（東から）

写真13500209調査２トレンチ遺構検出状況(南西から） 写真13600209調査２トレンチ東壁土層（西から）
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状に重なり、流水によって生じた堆積物である。位置

的には、文京遺跡21次調査Ｉ区南辺で出土したSＤ－

５．６との関係も想定できるが、確実ではない。その

下層で、５～12cmの厚さの暗褐色砂質士層である、城

北団地基本層序のⅢ層を確認できた。’～２cm大の丸

い暗赤褐色シルト塊がまばらに混じる。ただし、北側

は撹乱と上層の灰黄褐色砂喋層で削られ、調査区南端

で部分的にしか残存していない。Ⅲ層からは土器細片

が数点出土したが、遺構は検出できなかった。

地表下60～70cmでⅣ層があらわれた。165～180cmの

層厚があり、２１次調査の調査成果にあわせて分層を行

い、Ⅳ－１．Ⅳ－２．Ⅳ－３．Ⅳ－５層に対応する土層を

確認した。Ⅳ－１層はにぶい黄褐色砂質シルト。しま

りがある。Ⅳ－２層はにぶい黄褐色砂質士。５ｍ大の

小さな角喋が多く混じり、ややサクサクした質感であ

る。Ⅳ-3層は黄褐～暗褐色の砂質土～砂喋が縞状に重

なる士層群である。３ａ～３i層に分層できる。Ⅳ－３ａ

層は３～10ｍ大の角喋が多く混じるにぶい黄褐色砂質

士。わずかに灰色みを帯びる。Ⅳ－３ｂ層は径３～５ｍ

の砂喋が多く混じる褐色細砂。しまりがある。Ⅳ－３ｃ

層はにぶい黄褐色微細砂層｡Ⅳ－３．層は暗褐色砂質士。

Ⅳ－３e層はにぶい黄褐色の微細砂と暗褐色の微細砂が

混じり合う。Ⅳ－３f層は暗褐色砂質士。Ⅳ-39層は褐

色微細砂層とやや灰色みを帯びた微細砂が混じり合

う。Ⅳ-3h層は、Ⅳ－３９層と比べて、わずかに灰色み

を帯びる。Ⅳ－３i層は、褐色細砂とにぶい黄褐色細砂

が混じり合う。Ⅳ－５層は、褐色砂質土からやや灰色

みを帯びて白っぽく見える砂層になる｡21次調査では、

Ⅳ層上半部にあたるⅣ－１．Ⅳ－２層で縄文後期、Ⅳ－

５層で縄文前期の遺物溜まりなどを検出したが、今回

の調査では、遺構・遺物は出土していない。

Ⅳ層下層では、にぶい黄褐色砂喋層であるｖ層を確

認した。Ｖ層上面は南東に向かって緩やかに落ち込ん

でいく。

［２トレンチ］（図42左上、写真135.136）

ｌトレンチの北側約５ｍのAO-59区に位置する。表

土部分のＩ層は、真砂士の１－１層、オリーブ褐色砂質

士層の１－２層が客土されていた。地表下45cmでⅡ層、

58cm前後でⅢ層の上面があらわれた。Ⅱ層は角喋や小

石混じりのにぶい黄褐色砂質土で、５～10ｍ大の黒褐

色土塊がまばらに混じる。Ⅲ層は暗褐色砂質土で、や

や粘性を帯びる。径５mmの丸い黒褐色シルト塊が少量

混じる。土器片が出土したが、細片化しており、時

期・器種は不明。地表下約70cmでⅣ層があらわれる。

Ⅳ層は黄褐色砂質シルトで、その上面でSP-l～３の

小穴を検出した（写真135)。いずれも、Ⅳ層上面から

深さ５～10cmの不整円形の小穴で、埋土はⅢ層と共通

する暗褐色砂質土である。ＳＰ－１は、調査区壁面の観

察では、Ⅲ層下半部分から掘り込まれている。

［３トレンチ］（図43上、写真１３７．１３８）

理学部構内南東隅のＡＣ-58区に位置する。地表下４８

cm前後で、城北団地造成以前の水田層であるⅡ層があ

らわれた。耕作土層にあたるⅡ－１層と床土層のⅡ－２

層に細分できる。３トレンチではⅢ層は見られず、地

表下75cmでⅣ層があらわれる。上層部分のⅣ－１層と

Ⅳ－２層を確認できた。Ⅳ－１層はしまりのあるにぶい

〔３トレンチ東壁〕

Ｉ

Ⅱ-１

Ⅱ-２

Ⅳ-１

〔４トレンチ東壁〕

〔５トレンチ〕

△

Ｖ-２

樹根

30.00ｍ
－

Ⅳ-２

ＩⅢ

２ｍ
ｍ Ｊ－一

部分

図4300209調査３．４トレンチ土層断面図および

５トレンチ実測図（縮尺１/50）
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Ⅲ2002年度の調査報告

写真13700209調査３トレンチ（西から） 写真13800209調査３トレンチ東壁土層（西から）

写真13900209調査４トレンチ（南西から） 写真14000209調査４トレンチ東壁十層（西から）

写真14100209調査５トレンチ近景（南西から） 写真14200209調査５トレンチ（南西から）
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い黄褐色砂質士であるⅡ層を検出した。３トレンチと

同じく、Ⅱ層下にⅢ層は見られず、Ⅳ層があらわれる。

ただし、層界には、灰白色砂喋の薄いレンズ状ブロッ

クが部分的に見られる。

Ⅳ層は、上部が砂喋混じりのシルト質土のⅣ－１層

であるが、下部ほど砂喋および径１～３cmの円喋を含

み、Ⅳ－２層に変化する。土質はしまり、二次堆積と

黄褐色砂質シルト。Ⅳ－２層はにぶい黄褐色砂質土で

ある。

３トレンチでは、遺構・遺物は出土していない。

［４トレンチ］（図43中、写真１３９．１４０）

理学部西側通用門の南にある温室の南東側のＡＣ－

６６．６７区に位置する。大部分を撹乱されているが、地

表下45～50cmで、径３～５皿の小篠が多く混じるにぶ

図4400209調査６トレンチ実測図（縮尺１/50）
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写真14300209調査６トレンチSR-17（南から）

写真14500209調査６トレンチ東壁士層（西から）

Iま考えられない｡地表下105～120cmでＶ層を確認した。

Ｖ層の上面は、南に向かって緩やかに落ち込む。Ｖ層

上部のＶ－ｌ層は灰黄褐色砂牒層。厚さ２～４cmに

砂・細砂・砂牒が縞状に互層堆積する。Ｖ－２層は灰

黄褐色砂牒層で、径２～８cmの円牒が多く混じる。

［５トレンチ］（図43下、写真１４１．１４２）

動物飼育室の南側のＡＩ－６６．６７区に位置する。地表

下90～１００cmまで撹乱が著しいＩ層が続く。調査区西

側では、Ｉ層直下でにぶい黄褐色砂質シルトのⅣ層が

あらわれる。Ⅳ層を20cmほど掘り下げると、白っぽく

やや砂質が強くなる。このⅣ層上面は、東に向かって

緩やかに落ち込み、調査区東半では、その上部に暗褐

色粘質シルトのⅢ層が堆積する。Ⅲ層からは土器片な

どは出土していないが､炭化物片が多く混じる。また、

Ⅲ層上部はやや黒みが強い。

１０３

Ⅲ2002年度の調査報告

写真14400209調査６トレンチSX-400

遺物出土状況（南東から）

写真14600209調査６トレンチ北壁土層（南から）

［６トレンチ］（図44、写真143～146）

２１次調査Ｉ区北東隅と２４次調査北西隅が接する

ＡＧ・ＡＨ－６４．６５区に位置する。２１次調査の成果から、

この地点には弥生後期終末に埋没する自然流路SR-

17、その下層に縄文晩期終末～弥生前期初頭の土器溜

まりであるSX-400の広がりが予想された。

調査では､地表下35cmでにぶい黄褐色砂質土のⅡ層、

45cmで３～１０ｍ大の角喋が多く混じる黒褐色質土のⅢ

層があらわれ、Ⅲ層直下で21次調査SR-l7の広がりを

検出した。

SR-17（遺構名は21次調査の遺構名を汎用）は50～

82cmの厚さで、下底面には、幅55～60cm，深さ30cmほ

どの溝状の凹みが南東から北西に向かって延び、その

凹みに向かって傾斜する（写真143)。埋土中からは、

遺物はほとんど出土していない。埋土は、灰黄褐色．

黄褐色．にぶい黄褐色・黒褐色の砂喋や砂質土が薄い



レンズ状となって縞状に堆積する。SR-17埋土は、１

～26層に分層できる。

１～15層は調査区東壁で確認した土層群である。ｌ

層は５～１０ｍ大の小喋が多く混じる黄褐色砂喋層。２

層はにぶい黄褐色砂質士で、上部は５mm大の小石が多

く混じり、下部はきめ細かい砂質士。３層はやや灰色

みの強い灰黄褐色砂層。５ｍ大の角のとれた小石が少

量混じる。４層はにぶい黄褐色砂細層。５層は暗褐色

砂質士。やや粘性があり、下の土層群よりもやや黒み

を帯びる。６層はにぶい黄褐色細砂層で、５ｍ大の砂

篠や小石がまばらに混じる。７層はにぶい黄褐色砂喋

層。８層は黒褐色砂質士。やや粘性があり、３ｍ大の

角ばった小石を少量含む。９層はにぶい黄褐色のきめ

細かい砂層。１０層はやや粘'性を帯びた暗褐色砂質士。

11層は５ｍ大の小石が多く混じる褐色粗砂層。１２層は

にぶい黄褐色細砂層。１３層は灰黄褐色粗砂層で、１ｃｍ

大の角篠や小石をかなり多く含み、下部には５cm大の

円喋が混じる。１４層はにぶい黄褐色砂質土で、３～５

ｍ大の砂諜が多く混じる。１５層はにぶい黄褐色粘質土

で、下層に堆積する黒褐色粘質土の径５cmほどの丸い

土塊を含む。

１６～23層は、調査区北壁で確認した土層群。１６層は

小石混じりの黄褐色砂喋層。１７層はにぶい黄褐色粗砂

層｡18層は小石や大きな操を含むにぶい黄褐色粗砂層。

１９層は黄褐色細砂層。２０層はにぶい黄褐色砂喋層、２１

層は小石混じりの黄褐色砂喋層｡22層は黄褐色細砂層。

23層は黄褐色砂質土と小石が混じる砂喋層。２４層は西

側から流れ込むにぶい黄褐色砂喋層。２５．２６層はSR‐

１７下底面の溝状の窪みを埋める堆積物で、２５層は黄褐

色砂喋層。２６層は粗砂と細砂が薄いレンズ状になって

縞状に重なるo

SR-l7の下層では、２１次調査で検出できた縄文晩期

終末～弥生前期初頭の士器溜まりＳＸ－４００（遺構名は

21次調査の遺構名を汎用）の広がりを確認した。２１次

調査で確認していた土層群に分層し精査した。ｌ層は

粘'性が強い暗褐色粘質土層。２層は粘′性が強い黒褐色

粘質土層で、３～20ｍ大の小石・篠がまばらに混じる。

３層はにぶい黄褐色粘質土で、２～５皿大の角張った

小石を少量含み、下部ほど多くなる。４層は２～５ｍｍ

大の小石が多く混じる黒褐色砂質土層。５層はにぶい

黄褐色砂質土で、５～30ｍ大の篠が多く混じる。以上

の土層群の中で、ｌ層は調査範囲の西側でSR-17に削

り取られ、部分的にしか残らず、出土遺物も少ない。

２．３層は比較的厚く、１０数点の土器片や円喋が出土

した（写真144)。４層からは１点の土器片が出土した

のみである。最下層の５層からは、南西部にかたまっ

て土器片と円喋が出土した。しかし、全体に遺物量は

少なく、SX-400の東への広がりは、６トレンチでほ

ぼ途切れると考えられる。

３調査のまとめ

今回は、調査範囲が狭く、調査地点も散在し、出土

した遺構や遺物も少ないが、文京遺跡21次調査の成果

に補足を加えることができた。

まず、１トレンチでは、２１次調査Ｉ区南西部の

ＡＮ・AO-58～60区のⅣ－１．Ⅳ－２．Ⅳ－３．Ⅳ－５層

に対応する土層を確認した。ただし、いずれの土層か

らも遺構・遺物は出土していない。とくに、Ⅳ－５層

においては、２１次調査SX-417に続く縄文前期の遺物

溜まりを想定していたが、遺物出土は皆無で、ＳＸ－

４１７はＡＮ・AO-58北半部までしか広がらないことが

明らかにできた。

４トレンチでは、Ｖ層の上面が南に向かって緩やか

に落ち込んでいくことを確認した。これに対応するＶ

層の北側への落ち込みは、２１次調査Ⅲ区ＡＢ・ＡＣ-69

区で確認されており、南北幅１３～１４ｍの舌状の高まり

があり、これに規制された弥生後期終末に埋没する自

然流路SR-17の最大幅を確定できる。また、５トレン

チでは、Ⅳ層上面が東に向かって緩やかに落ち込み、

調査範囲の東半部には上層に暗褐色粘質シルトのⅢ層

が堆積している。２１次調査Ｉ区SR-l7の西端部と考え

られる。

６トレンチでは、２１次調査自然流路SR-l7と、縄文

晩期終末～弥生前期初頭の土器溜まりであるＳＸ－４００

の延長部分を把握できた。とくに、今回の調査では、

SX-400に対応する土層群からの出土遺物は少なく、

調査範囲の西半部に偏った分布を見せる。SX-400の

東側への広がりは、６トレンチからそれほど延びない

ものと考えられる。

なお、６トレンチ出土遺物については、文京遺跡２１

次調査の報告とともに、詳細を報告したい。

４ 調 査 後 の 対 応

以上の成果をあげ、以後の慎重工事を依頼して、調

査を終了した。 （田崎）
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⑳

00210（城北）情報教育棟。放送大学愛媛学習センター新営
電気設備工事に伴う調査

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

1.3㎡

2003年１月l5日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設部施設課長発事務連絡

（平成15年１月１５日付）

総合情報処理センターに伴う接地極の更新の必要が生

じた。そのため、新営建物基礎部分を外した位置に、

現地表下300cmの現状からさらに100cm掘削して、新た

な接地極埋設を行うこととなった。埋蔵文化財調査未

到達の深度であり、埋蔵文化財調査室では、急遼立会

調査を実施することとした。

調査面積

調査期間

調査の種別

調査 担 当

調査補助

依頼文書 ２調査の記録（図45、写真147）

調査地点は、総合情報処理センター建物北西コーナ

ーの北東約４ｍ、建物基礎の間になる。既往調査との

対応では、１８次調査（調査番号：99802）範囲内であ

る。情報教育棟新営基礎工事に併せて、地表下約300

cmで整地・砕石敷設した面からの掘削となった。

砕石敷設の厚さは約10cm。その下にまず、径0.5ｍｍ

前後の砂粒からなり、しまりの弱い、にぶい黄色砂層

(①層）が約30cmある。鉄分の沈着面を挟んで、径0.5

～３ｍの砂粒をベースに、ｌ～20cm大の円喋を多数含

む、しまりの弱い黄褐色砂喋層（②層）となり、厚さ

は約30cm。さらに下層には、径１mm前後の砂粒からな

り、しまりの弱い、にぶい黄色砂層（③層）が、２５ｃｍ

以上堆積する｡掘削深度はこれまでで標高24ｍを切り、

地表下400cmに達している。

２５次調査では、未掘のまま残した古代の自然流路内

堆積がかなりの範囲で広がっている。ただし、調査地

点付近の25次調査区南西隅部では、直上に城北団地基

１調査にいたる経緯

埋蔵文化財調査室では、情報教育棟新営工事に先だ

って、建設範囲について事前に文京遺跡25次調査（調

査番号：00202）として、全面調査を行ったところで

ある。ただし、建物建設に伴う掘削深度が地表下300

cmに留まることから、それ以下の遺物包含層について

は調査対象としないまま、調査を終了していた。

ところが、発掘調査終了後着手した情報教育棟・放

送大学愛媛学習センター新営電気設備工事において、

１ｍ

／

図4500210調査地点位置図および土層柱状図

（縮尺１/400,1/40）
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Ⅲ2002年度の調査報告

写真14700210調査地点（北西から）
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文京遺跡25次調査
- －一一

１０ｍ【O：

文京遺跡１８次調査

総合'情報処理センター



本層序Ⅲ。Ⅳ層の再堆積が認められる砂喋層の上面を

検出し、古代以前の自然流路の川岸と判断していた。

①～③層は、この砂喋層より下位にあり、しまりが弱

いものの、遺物を出土してない。したがって、砂喋層

上面を城北団地基本層序Ｖ層上面として、①～③層が

Ｖ層内の細分層である可能が高い。

３調査後の対応

以後の慎重工事を依頼して、調査を終えた。（吉田）

OO211（城北）総合研究棟等改修電気設備工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地（図ｌ）

1.9㎡

2003年３月３．４日

立会調査

田崎博之・三吉秀充

施設部施設課長発事務連絡

（平成１５年２月24日付）

１調査にいたる経緯

総合研究棟（旧工学部本館）改修電気設備工事に伴

って、統合車庫西側２箇所に外灯を設置することとな

った。施設部からは、工事に際して、管路部分が地表

下84cm、外灯基礎部分は130cmまで掘削が及ぶことが

示された。周辺の既往調査（調査番号：98802,99511）

成果から、埋蔵文化財に影響が及ぶことが予想され、

立会調査を実施することとした。

２調査の記録

統合車庫南端の西側がｌトレンチ、総合研究棟北東

コーナー部が２トレンチである（図46)。

［１トレンチ］（図47左、写真148）

トレンチ東半部では、道路面下50cmで共同溝の上面

を検出した。西半部は、予定掘削深度である地表下

130cmまで調査を行ったが、共同溝設置に伴う撹乱が

続く。ただし、共同溝設置に伴う撹乱の西端は、調査

範囲内で確認できなかった。

［２トレンチ］（図47右、写真149）

トレンチ北端の道路面下50cmで共同溝の上面を検出

した。共同溝設置に伴う撹乱の立ち上がりは、共同溝

の南端から南へ約１ｍの地点で検出できた。道路面下

70cmまで調査を行い、城北団地基本層序のⅣ層まで撹

乱が及ぶことを確認した。

トレンチ南半部は、瓦篠を伴ったＩ層が道路縁石を

基準として地表下30～50cmまで続く。城北団地基本層

序Ⅱ層はにぶい黄褐色シルトで、丸い黄灰色シルトの

ブロックが混じる。遺物は出土していないが、既往の

調査成果から、近世の水田層と考えられる。地表下４０

cmで、城北団地基本層序のⅢ層を確認できた。Ⅲ層は

灰褐色系の土色であるが、砂粒の入り具合から、Ⅲ－１

層とⅢ-2層に分層が可能である。Ⅲ-1層は灰黄褐色砂

質土。きめは細かく、径１mm前後の砂粒から小指先大

の円喋が多く混じる。砂粒、砂喋は薄い層状をなし、

面的に広がる。Ⅲ-2層は、灰褐色砂質士。きめが細か

く、径ｌ～２ｍ前後の砂粒が混じるものの、Ⅲ-1層に

比べて砂粒の割合は少なく、不定形の炭化物がごく少

量出土。Ⅲ-2層からは弥生土器片がまばらに数点出土

しているが､土器の表面が摩滅し、時期の詳細は不明。

Ⅲ層の下、地表下65cmで城北団地基本層序Ⅳ層を確認

した。

３調査のまとめ

２トレンチでは城北団地基本層序のⅢ層を検出した

が、Ⅲ－１層は砂粒や砂篠を多く含み、堆積状況から洪

水砂である可能性が高い。一方、Ⅲ-2層は、色調など

はⅢ－１層に共通するものの、砂粒・砂諜は少ない。城

北団地内に網目状に延びる谷状の窪地（旧河道）の最

上層に、同様の土層が堆積していることが知られてい

る（調査番号：99602-6）。２トレンチ周辺にも谷状

の窪地が延びる可能性が高い。

４調査後の対応

その後、'慎重工事を依頼して、調査を終えた。

（三吉）

１０６－
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Ⅳ構内の遺跡

ｌ調査の手続き

埋蔵文化財調査室では、愛媛大学構内における地盤

掘削を伴う工事について、規模の大小にかかわらず、

施設部を通じて工事内容の報告を求めている。通常、

年度当初に工事計画の照会を、施設部を通じて行って

いるが、年度途中で急遼工事計画が持ち上がることも

少なくない。これら工事すべてに対して、埋蔵文化財

調査室では、周辺の既往調査成果等から、工事が埋蔵

文化財に及ぼす影響を判断し、その内容に応じた対応

を取っている（図48)。

まず、工事計画段階から連絡調整が図られる場合に

は、埋蔵文化財へ影響を及ぼさない、あるいは最小限

に留める工法変更等を講じることができる。また、埋

蔵文化財への影響を判断する材料が乏しければ、事前

に試掘調査を行うこともある。埋蔵文化財保護の観点

からだけでなく、工事時間．費用の軽減からも、工事

計画段階からの連絡調整の意義は大きい。

その上で決定した具体的工法に基づき、埋蔵文化財

発掘調査の要否及び実施の依頼を、工事担当部局から

埋蔵文化財調査室が受け、調査の要否を判断すること

になる。

埋蔵文化財に影響がないと判断した場合は、埋蔵文

化財調査室から、調査不要として慎重工事の依頼が担

当部局に回答され、施工に及ぶ。

一方、調査必要ながら、小規模工事で埋蔵文化財調

査にあまり時間を要さないと判断した場合、掘削工事

に伴って調査を実施する立会調査を行うことになる。

そして、先の依頼に対する回答としては、立会調査結

果の報告が、埋蔵文化財調査室から担当部局に提出さ

れる。

他方、工事規模が大きく、埋蔵文化財調査にもかな

りの時間を要すると判断した場合は、工事に先立ち、

本格調査を実施することになる。本格調査にあたって

は、具体的発掘調査計画の作成、それに基づく設計・

積算・契約、さらには文化財保護法に基づいた発掘調

査関係書類の関係官庁への届出がなされて、初めて調

査に着手することになる。また、調査終了後にも、発

掘調査関係書類の届出や実績報告が関係官庁になされ

ねばならない。そして、調査依頼を受けた担当部局に

対しても、先の依頼に対する回答として、調査結果の

概要報告が、埋蔵文化財調査室から提出される。

以上で実地の発掘調査は終了するが、発掘調査によ

って出土した資料の整理・報告が、埋蔵文化財調査室

の業務として継続される。記録保存としての発掘調査

の終了は、この正式報告書の刊行によって初めて完了

するのである。さらに、その後の資料保管も埋蔵文化

財調査室が行っており、これに伴った資料公開・利活

用についても、埋蔵文化財調査室が対応している。

（吉田）

２遺跡の把握状況

上記した手続きにより繰り返されてきた愛媛大学構

内における調査は、2003年１２月末時点で、161件を数

える（表８)。これらの結果、愛媛大学構内の遺跡に

ついて、各団地毎にかなり具体的に状況を把握するこ

とができるようになってきた。と同時に、今後の工事

等における埋蔵文化財への影響を判断する有用なデー

タとして機能し、遺跡の現状保存・保護をはかるグ

リーンゾーンの範囲指定根拠ともなっている。

以下、各団地毎に、遺跡の把握状況を概述する。

（１）城北団地

城北団地には、法文学部・教育学部・工学部等が所

在する松山市文京町３番と、理学部他の所在する松山

市文京町２番５号、そして大学事務局他が所在する松

山市道後樋又10番１３号が含まれる。

1951年頃から遺物が採集され、文京遺跡として埋蔵

文化財包蔵地とされており、大学構内では１～３．５

～28次にわたる本格・確認調査と試掘．立会調査で、

縄文時代前期から近世に及ぶ集落遺跡．生産遺跡であ

ることが判明している。

とりわけ、文京町３番構内においては、その西南部

を中心に、全国的にも有数の弥生時代中期後葉～後期

中葉の集落が展開し、一部には古墳時代後期の集落も

重なる。またその北側には、古代末から中世（10～１３

世紀）の水田層が確認きれている。この他にも、縄文

時代前～後期の遺跡や、中世（１４世紀）の水路、近世

(18世紀）の水路も確認され、さらには戦前の練兵場

１０８－
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時代の遺構も見出すことができる。他方、理学部構内

においては、弥生時代や古代・中世の遺構も存在する

が､縄文時代晩期から弥生時代前期にかけての遺跡が、

特徴的に存在する。事務局構内については、これまで

数回の調査を行ってきたが、明確な包含層・遺構は確
認していない。

なお、このような展開を見せる文京遺跡のうち、弥

生時代中期後葉～後期中葉の集落の主要部分につい

て、グリーンゾーンとして積極的に活用を図っていく

ことが明らかにされている。具体的には、大型掘立柱

建物群が確認されている、法文学部本館西側駐車場周

辺1,270㎡と、総合情報処理センターと工学部１号館

間の旧グラウンド部分5,525㎡である。

城北団地の調査にあたっては、独自の区割と基本層

序を設定している。1998年に設定した区割は、日本測

地系（TokyoDatum）平面直角座標系第Ⅳ系の、

(Ｘ=93900,Ｙ=-66800）を基点として、東から西へ

向かって５ｍおきに、ＡＡ・ＡＢ……ＡＺ・ＢＡ・ＢＢ…

…ＥＤＥＥＥＦ、南から北へ向かって５ｍおきに、

１．２．３……１１８．１１９．１２０とし、両者を組み合わ

せた５ｍ方眼の調査区画によるものである。さらに必

要に応じて、この区画内を１ｍ方眼に分け、南東隅か

ら西に１～５，そして北側列を６～10と、北西隅に到

る25区画に細分する。したがって、この１ｍ方眼を示

す場合は、「DC27-l4」のように呼称することとなる

(図49)。

城北団地内の基本層序については、上位からＩ～Ｖ

層を設定している。その上で、各調査では大区分を基

本層序に準拠し、それを構成する細かな士層ごとに枝

番号を付けている。基本層序の内容は以下の通り。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～暗褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質士層で、下部には篠

が混じる。縄文時代の遺構・遺物が確認され

ている。

Ｖ層：Ⅳ層下の花商岩を主体とする砂喋ないし喋層

である。

（２）樽味団地

松山市樽味３丁目５番７号の樽味団地には、農学

部・附属高等学校・附属研究施設等が所在する。

団地西部は、樽味遺物包含地として埋蔵文化財包蔵

地とされ、1987年の１次調査以降、樽味遺跡として団

地内は調査・報告きれている。以後７次に及ぶ本格調

査と小規模な試掘・立会調査により、弥生前期から中

世に及ぶ集落遺跡であることが判明している。

１１１

Ⅳ構内の遺跡

具体的には、まず団地西半部において中世（14～１６

世紀）の方形区画を有する集落が面的に広がる。さら

に団地北西部では、弥生前期の集落と古墳時代後期の

集落も確認されており、後者は団地周辺の樽味立添遺

跡や樽味高木遺跡と一連の遺跡の可能性が高い｡一方、

団地南部には、古代末から中世（10～14世紀）に埋没

する、西流する自然河道が存在する。附属農業高等学

校の所在する団地東部では、４次調査で古代（８世紀）

に埋没する、南流する自然河道や、古代末から中世

(１０～１２世紀）の遺物包含層が存在する。団地西半と

は若干異なる時代の遺跡が展開している可能'性が高

い。

樽味団地の調査にあたっては、団地全域にわたる独

自の区割設定はしていないが、基本層序は設定してい

る。上位からＩ～Ｖ層で、各調査では大区分を基本層

序に準拠し、それを構成する細かな士層ごとに枝番号

を付けている。基本層序の内容は以下の通り。

Ｉ層：表土層にあたる瓦喋を含む造成土部分。

Ⅱ層：造成以前の灰色系の近世～近代の水田層。

Ⅲ層：遺物を包含する黒色～黒褐色系の土層。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトー砂質土層で、下部には篠

が混じる。

Ｖ層：Ⅳ層下の花尚岩を主体とする砂喋層ないし牒

層。

（３）庶子団地

松山市薦子町40番に所在する薦子団地には、国際交

流会館が所在する。

1987年に、国際交流会館建設に先立って、麗子遺跡

１次調査（調査番号：98701）が行われ、弥生時代中

期後葉、古代（７．８世紀)、中世（１３．１４世紀）の

遺構・遺物が確認された。この調査によって、団地内

の大半を調査したことになるが、建物周辺には、なお

遺跡の残存することは間違いない。

（４）北吉井団地

松山市桑原２丁目９番８号の北吉井団地には、教職

員宿舎が所在する。

1994年に東長戸他環境整備(駐車場整備・配管設置）

工事による立会調査（調査番号：99401)、1997年に北

吉井宿舎屋外排水管改修工事による本格調査（調査番

号：99710）と北吉井宿舎屋外ガス管改修工事による

立会調査（調査番号：99711）が行われている。その

結果、古墳時代中～後期（５～７世紀)、古代（１０世

紀)の集落遺跡が団地全面に展開することが確認され、

上記３次の調査を桑原西稲葉遺跡３～５次調査として

報告している。なお、北吉井団地内の基本層序は、北

方約150ｍに位置する樽味団地の基本層序が適用でき

る。



（５）その他の団地

上記した以外の団地では本格調査が行われておら

ず、確認調査や小規模な試掘・立会調査に留まるか、

あるいは全く調査の行われたことのない団地である。

①持田団地

松山市持田町１丁目５番22号にあたり、教育学部

附属中・小・幼・養護学校が所在する。

1996年に、団地北東側の隣接した地点で松山市埋

蔵文化財センターが中世（１４世紀前後）の水田跡を

調査している。大学構内でも、その水田層に相当す

る土層が持田団地の北半部に広がることが、1993年

度の確認調査（調査番号：99309）と1997年度の試

掘調査（調査番号：99706）によって確認されてい

る。なお、団地南半部は石手川氾濫原が及んでい

る。

②御幸団地

松山市御幸町２丁目３番１５号､学生寄宿舎が所在す

る｡2000年度の立会調査（調査番号：00008）で、団

地西半部において、中世（１３．１４世紀前後）の水田

層が広がる可能性の高いことを確認している。

③米野団地

松山市米野町乙184番地１号、農学部附属演習林

が所在する。調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未

確認。

④梅津寺団地

松山市梅津寺1861番地、大学課外活動施設が所在

する。調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑤北持田団地

松山市北持田町128番地１号､職員宿舎が所在する。

調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑥東長戸団地

松山市東長戸４丁目３番１号、教職員宿舎が所在す

る。1994年度の立会調査（調査番号：99402）によ

って、団地東半部を中心として遺跡が営まれている

可能性が指摘できる。

⑦喜与団地

松山市喜与町１丁目８番８号、教職員宿舎が所在

する。調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確認。

⑧山越団地

松山市山越４丁目１１番１０号にあたり、大学課外活

動施設の野球場・馬場・サッカーグラウンド等の施

設がある。

1992年度と2002年度の構内遺跡確認調査（調査番

号：99205.00208）等によって、団地が丘陵部裾か

ら延びる段丘の落ち際に位置することが明らかとな

っている。団地北東隅には、弥生時代の遺構が存在

する微高地があり、その南側の旧河道の埋没過程で

１１２

Iま、縄文時代晩期～弥生時代の包含層が堆積し、そ

の上に水田層が認められる。一方、団地西半部でも、

古墳時代に埋没した自然河道が確認されている。

⑨中島団地

温泉郡中島町大字小浜字瀬戸木の、理学部附属臨

海実験所が所在する団地。調査歴がなく、埋蔵文化

財の有無は未確認。

⑩重信団地

温泉郡重信町大字志津川の、医学部および附属病

院が所在する団地である。これまで数回の試掘調査

あるいは確認調査を行ってきたが、遺跡の存在は確

認されていない。ただし、団地東北部分には遺跡が

残る可能性がある。

⑪溝辺団地

松山市溝辺町乙298番地、農学部附属高等学校の

校舎がある。調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未

確認。

⑫横河原団地

温泉郡重信町大字横河原字横川、教職員宿舎が所

在する。現在の重信川の氾濫原上にあり、埋蔵文化

財は分布していない。

⑬北条団地

北条市八反地字伊利甲498番地、農学部附属農場

が所在する。調査歴はないが、団地の一部は、萩尾

古墳群あるいは八竹山遺跡として埋蔵文化財包蔵地

に含まれている。

⑭津田山団地

松山市北斎院町津田山の、教育学部附属養護学校

施設が所在する団地。２件の試掘調査(調査番号：

99102.99411)を実施しているが、埋蔵文化財の分

布は確認されていない。

⑮伊予団地

伊予市森字下新田729番地、大学課外活動施設が

所在する。調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は未確

認。

⑯大井野団地

松山市大井野町乙145番地２号、農学部附属演習

林が所在する。調査歴がなく、埋蔵文化財の有無は

未確認。

⑰東野団地

松山市東野４丁目222番地、農学部附属演習林が

所在する。調査はなされていないが、団地および周

辺は、お茶屋台古墳群として埋蔵文化財包蔵地とさ

れている。

（吉田）
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表８愛媛大学構内における調査一覧（2003年12月末時点）

Ⅳ構内の遺跡

調査番号 遺跡名次数 団地 工事 名 調査
種別

調杏担当
面積

(㎡）
調査期間

文
献

ＥＵ－９７５０１ 文京遺跡１次 城北 工学部海洋工学科校舎新営工事 本格 長井数秋(註'） 750 19750801～19750824 １

ＥＵ－９８００１ 文京遺跡２次 城北 工学部資源化学科校舎新営工事 本格 西尾幸則(註'） 600 19800708～19800930 ５

EU-98101 文京遺跡３次 城北 法文学部校舎新営工事 本格 西尾 800 19820110～19820325 ５

EU-98301

98302

文京遺跡

文京遺跡

城北

城北

雨水管･汚水管･ガス管埋設工事

教育学部校舎建設工事

〈
云
今
云

一
ユ
｛
ユ

西尾

西尾

1,374

EU-98401 文京遺跡５次 城北 工学部危険物貯蔵庫新営工事 本格 西尾 1８ 19841026～19841028 ５

EU-98601

98602

98603

98604

98605

文京遺跡６次

文京遺跡７次

文京遺跡８次

樽味遺跡

鷹子遺跡

城北

城北

城北

樽味

鷹子

城北地区基幹整備事業

法文学部校舎増築工事

城北団地基幹整備事業

連合農学研究科校舎新営工事

国際交流会館新営工事

格
格
格
掘
掘

本
本
本
試
試

下候信行(註2）

僚
候
篠
候

下
下
下
下

9９

142

854

５

4７

19861000

19860800～'9860900

19861125～19870218

19870109

19870116

３

ＥＵ－９８７０１

98702

98703

98704

98705

98706

庶子遺跡１次

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡１次

文京遺跡

文京遺跡９次

庶子

樽味

樽味

樽味

城北

城北

国際交流会館新営工事

連合農学研究科校舎新営工事

附属高等学校課外活動施設新営工事

連合農学研究科校舎新営工事

城北地区プール廻り浄化装置増設工事

城北地区プール廻り浄化装置増設工事

格
掘
掘
格
掘
格

本
試
試
本
試
本

宮本一夫

下僚信行

篠
本
本
本

下
宮
宮
宮

962

１８

６

684

２

6２

19870720～'9870920

19870820～19870821

19870820

19871028～19871217

19871113

19880111～19880129

２
７
７
２
７
３

EU-98801

98802

98803

98804

98805

98806

文京遺跡１０次

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

ー
１
１
１
１
ｊ

城
城
城
城
城
城

工学部情報工学科校舎新営工事

城北地区基準点等設置工事

工学部講義棟高圧ケーブル埋設工事(その１）

工学部講義棟高圧ケーブル埋設工事(その２）

工学部情報工学科校舎排水施設取設工事

工学部情報工学科校舎給水施設取設工事

格
掘
掘
掘
会
会

本
試
試
試
立
立

本
本
本
本
本
本

宮
宮
宮
宮
宮
宮

1,075

５
２
１
６
３

19880919～19890303

19881013

19881208

19881212

1989020７

19890209～19890210

４
７
７
７
７
７

ＥＵ－９８９０１

98902

文京遺跡１１次

文京遺跡

城北

城北

法文学部講義棟身障者用昇高機取設工事

城北団地電波障害用の外線工事

格
会

本
立

宮本

宮本

8５

２

19890801～19890829

19900303

３
７

ＥＵ－９９００１ 文京遺跡 城北 城北団地囲障･教育学部自転車置場新設工事 試掘 宮本 ３ 19900808 ７

ＥＵ－９９１０１

99102

99103

樽味遺跡２次

文京遺跡

樽味

津田山

城北

農学部研究実験棟新営工事

教育学部附属養護学校日常生活訓練施設建設

城北団地囲障(Ⅱ期)改修及び外灯改修工事

本格

試掘

試掘

田崎博之

下僚

下僚

506

１３

３６

19920107～19920228

19910608

19910821

６
７
７

ＥＵ－９９２０１

99202

99203

99204

99202

99205

99206

99207

99208

99209

99210

99211

99212

99213

99214

樽味遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

持田･岩崎遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

味
北
味
信
北
越
味
味
北
田
信
信
北
信
味

樽
城
樽
重
城
山
樽
樽
城
持
重
重
城
重
樽

農学部屋外ガス本管改修工事

城北地区東側囲障改修工事

附属図書館農学部分館新営工事

医学部附属病院病歴室新営工事(そのｌ）

城北地区東側囲障改修工事

1992年度構内遺跡確認調査(その１）

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事(その１）

農学部拓翠寮他自転車置場新設工事(その２）

城北団地外灯設備改修工事

教育学部附属小学校給水設備工事

医学部附属病院駐車場取設工事

1992年度構内遺跡確認調査(その２）

城北団地情報通信設備工事

医学部附属病院病歴室新営工事(その２）

樽味団地自転車置場取設その他工事

会
掘
掘
掘
掘
認
会
会
会
会
掘
認
会
掘
会

立
試
試
試
試
確
立
立
立
立
試
確
立
試
立

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

６
３
１
３
３
5７

３
２
２

１
０
５
２

１
４
５
１

７

3３

19920526

19920730

19920826

19920826

19920730

19920828

19920921

19920921

19930126

19931026

19921027

19930120～19930121

19930308～19930309

'9930322

19930323

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
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調査番号 遺跡名次数 団地 工事名
調査
種別

調査担当
面積

(㎡）
調査期間

文
献

ＥＵ－９９２１５ 文京遺跡 城北 城北団地交通規制遮断機取設工事 立会 田崎 ２ 19930324 ７

ＥＵ－９９３０１

99302

99303

99304

99305

99306

99307

99308

99309

99310

99311

99312

99313

99314

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡３次

文京遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

持田・岩崎遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

重信

樽味

樽味

樽味

城北

樽味

樽味

城北

持田

城北

樽味

樽味

城北

城北

医学部看護学科校舎新営工事

附属図書館農学部分館新営工事(樹木移植）

農学部自転車置場取設工事

附属図書館農学部分館新営工事

城北団地大学会館廻り道路整備(樹木移植)工事

附属図書館農学部分館新営(外灯設備管路)工事

城北団地他情報通信電気設備工事

城北団地他情報通信電気設備工事（２）

1993年度構内遺跡確認調査

城北団地情報機器更新電源容量増設工事

農学部附属図書館新営(排水管埋設)工事

農学部附属図書館新営(自転車置場)工事(2)

城北団地基幹整備(屋外環境)工事

工学部研究実験棟建設工事

掘
会
掘
格
会
掘
会
会
認
会
会
会
掘
掘

試
立
試
本
立
試
立
立
確
立
立
立
試
試

崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎

田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田

加
皿
別
弱２

２
３
７
８

3９

４

０
０
５
８

２
３
１
３

19930524

19930624～19930625

19930827

19930823～19931006

19931109

19931124

19931124

1993112５

19931224～'9931225

19940118～'9940119

19940208.19940215

19940208

19940209～19940216

19940329

７
７
７
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

ＥＵ－９９４０１

99402

99403

99404

99405

99406

99407

99408

99409

99410

99411

桑原西稲葉遺跡

3次

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡１２次

北吉井

東長戸

樽味

城北

城北

城北

城北

城北

城北

城北

津田山

東長戸他環境整備工事(その１）

東長戸他環境整備工事(その２）

環境整備(附属高等学校他自転車置場)工事

城北団地他環境整備(単車置場整備)工事

城北団地他環境整備(自転車置場設置)工事

城北団地他環境整備(自転車置場設置・排水

管設置)工事

城北団地他環境整備(排水折及び管路取設)工事

城北団地他環境整備(電気配管路取設)工事

工学部岩盤切削試験機設置工事

工学部校舎新営(Ｉ期)工事

教育学部附属養護学校野外施設(東屋)設置工事

会
会
掘
会
掘
会
掘
掘
会
格
掘

立
立
試
立
試
立
試
試
立
本
試

崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎

田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田

5５

９
８
１

8１

５
６
３
１

１，１８３

３３

19940510～19940518

'9940517

19940524

19940607

19940608

19940610

19940801

19940801

19940927

19941110～19950726

19950127

皿
７
７
７
７
７
７
７
７

７概

７

ＥＵ－９９５０１

99502

99503

99504

99505

99506

99507

99508

99509

99510

99511

99512

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡13次

樽味遺跡

桑原西稲葉遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

井

城北

城北

城北

城北

山越

城北

樽味

北吉

城北

城北

城北

城北

教育学部運動場内鉄棒移設工事

教養部テニスコート(事務局北側)改修工事

工学部南側囲障工事

理学部構内井戸工事

山越団地防球ネット取設工事

地域共同研究センター新営工事

公共下水道粉設置工事

北吉井宿舎公共下水道設置工事

城北団地北西通用門改修工事

埋蔵文化財調査室改修工事

城北団地基幹整備(電線管等)工事

城北団地事務局ガス管改修工事

会
掘
会
掘
掘
格
掘
掘
会
会
掘
会

立
試
立
試
試
本
試
試
立
立
試
立

崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎
崎

田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田

4８

９
３
４
７
０
２
２
３
１

8９

3４

２

19950411～19950412

19950801

19950801

19950802

1995080２

19951017～19960412

19951114

19951115

19951116

1996013１

19960213～19960220

19960311

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

概10

０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

EU-99601

99602

99603

99604

99605

99606

文京遺跡１４次
◆

文京遺跡１５次

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

持田・岩崎遺跡

城北

城北

樽味

樽味

樽味

持田

工学部校舎新営（Ⅱ期）工事

1996年度構内遺跡確認調査

附属農業高等学校舎新営工事

附属農業高等学校温室新営工事

農学部構内光ケーブル敷設工事

教育学部附属中学校プール改修その他工事

格
認
掘
掘
掘
会

本
確
試
試
試
立

一
一
一広

充
田
秀
崎
崎
崎
崎
崎

吉
吉
田
田
田
田
田

1,349

225

2２

５
１
４

19960520～19970331

19961113～'9961209

19961128～19961211

19961129

19961129

19970204

０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

EU-99701

99702

99703

99704

99705

文京遺跡１６A次

文京遺跡16B次

樽味遺跡

文京遺跡

持田・岩崎遺跡

城北

城北

樽味

城北

持田

工学部校舎新営（Ⅲ期）工事

工学部校舎新営（Ⅲ期）工事

ATMネットワークエ事

事務局案内板取設工事

持田団地構内光ケーブル敷設工事

格
格
会
会
会

本
本
立
立
立

士
口

士
ロ
圭
口

一
一
一
一
一
一
一
一
一

●
●
●

崎
田
崎
田
田

田
吉
田
吉
吉

1,384

627

131

３
５

19970428～l9971222

19970M409～19970729

19970414～19970417

19970804

19970804

１
１
１
１

概
概

lｌ

ｌｌ

ｌｌ



１１５－

Ⅳ構内の遺跡

調査番号 遺跡名次数 団地 工事名
調査

種別
調査担当

面積

(㎡）
調査期間

文
献

EU-99706

99707

99708

99709

99710

99711

99712

99713

99714

99715

99716

99717

持田・岩崎遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

桑原西稲葉遺跡

４次

桑原西稲葉遺跡

５次

樽味遺跡４次

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡17次

樽味遺跡

文京遺跡

井
井

持田

樽味

樽味

城北

北吉

北吉

樽味

樽味

樽味

城北

樽味

城北

持田団地北側囲障改修その他工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

樽味地区(拓翠寮)の公共下水道桝設置工事

工学部校舎新営電気設備工事（その２）

北吉井宿舎屋外排水管改修工事

北吉井宿舎屋外ガス管改修工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

附属農業高等学校運動場東側防護ネット及

び第３棟東側フェンス増設工事

附属農業高等学校校舎埋蔵文化財調査に伴

う支障建物整備工事（農機舎及び車庫）

1997年度構内遺跡確認調査

附属農業高等学校運動場東側防護ネット及

ぴ第３棟東側フェンス増設工事

工学部校舎新営に伴う外表施設整備工事

掘
掘
会
会
格
会
格
掘
会
認
会
会

試
試
立
立
本
立
本
試
立
確
立
立

●

吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
田
吉
吉

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
士
ロ
一
一
一
一
一
一

田
田
田
田
田
田
田
田
田
崎
吉
田
田

吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
吉
田
三
吉
吉

６

1２

２

1２

100

3２

1,168

６

１８７

別
皿
－

１

19970805～19970806

19970806～19970807

19970807

19970818～'9970821

19971008～19971031

19971112～19971118

19971125～19980204

19971218

19980204～19980206

19980302～19980310

19970311～19970312

19980217

１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ＥＵ－９９８０１

99802

99803

99804

99805

99806

99807

99808

99809

文京遺跡

文京遺跡１８次

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡５次

文京遺跡

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

樽味

重信

城北

｢大正天皇お手植えの松」移植工事

総合情報処理センター新営工事

工学部本館等事務室改修機械設備工事

遺伝子実験施設新営その他工事

教育学部２号館南消火用水漏れ改修工事

理学部本館南消火栓管路改修工事

遺伝子実験施設新営その他工事

医学部附属病院病棟建設工事

学生会館ガス管改修工事

会
格
会
掘
会
会
格
掘
会

立
本
立
試
立
立
本
試
立

田崎・吉田

田崎・三吉

田
田

主
ロ
圭
口

田崎・吉田

崎
田

田
吉

田崎・三吉

吉田

１

1,192

１

2２

３

979

19981104

19981214～19990802

19981214

19990128～19990129

19990311

19990316

19990316～'9990721

19990331～19990401

19980631

１１

1１概

lｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌｌ

ｌ２

１１

１１

EU-99901

99902

99903

99904

99905

99906

99907

99908

99909

99910

99911

99912

99913

99914

99915

99916

文京遺跡19次Ｉ区

文京遺跡１９次Ⅱ区

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡20次

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡

文京遺跡

樽味遺跡

城北

城北

樽味

樽味

樽味

樽味

城北

城北

城北

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

樽味

理工学等総合研究実験棟新営電気設備工事

理工学等総合研究実験棟新営電気設備工事

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（１期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（２期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

備工事（３期）

農学部附属農業高等学校校舎新営電気・機

械設備工事（４期）

｢大正天皇お手植えの松｣移植工事に伴う調査

理工学等総合実験棟新営電気設備工事(その２）

総合情報処理センター新営電気設備工事

サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボ

フ トリー新営工事

大学会館改修工事

電灯移設工事

農学部冬期間における水田の貯水状態での

生態観察実験のための仮説水田の設置

埋蔵文化財調査室情報通信設備工事

法文学部講義棟空調電源工事

農学部附属農業高等学校校舎新営工事

格
格
会
会
会
会
会
会
会
格
掘
会
会
会
会
会

本
本
立
立
立
立
立
立
立
本
試
立
立
立
立
立

士
ロ

一
一
一

田
崎
田
田
田
田

吉
田
吉
吉
吉
吉

田崎・吉田

田崎

田崎・吉田

吉田・三吉

田崎

田崎

田崎

田崎

田崎

吉田

3１

９４

１

2５

３１

３

2０

８
８
８
９
１
１

5８

1９

１

19990907～'9990913

19991201～19991217

19991006

19991025～19991029

19991124～19991128

20000128

20000125

20000201

20000208

20000214～20000620

20000216

20000216

20000310

20000313

20000313

19990507

３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
概１３

３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１

EU-00001

00002

00003

00004

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡21次

文京遺跡

城北

城北

城北

山越

大学会館改修機械設備工事

教育学部クレイテニスコート改修工事

(城北）総合研究棟新営（Ｉ期）工事

山越運動場上水管修理工事

会
掘
格
会

立
試
本
立

田崎

吉田・三吉

田崎・吉田

三吉

吉田・三吉

●

９
２

1,870

７

20000829～20000830

20000913

20010115～20010909

20010115

1３

１３

概1３

1３



註11975～1984年までに行われたEU-97501～EU-98401の調査は、松山市教育委員会が担当。

註21986年に行われたEU-98601～EU-98605の調査は、法文学部人類考古学研究室による。

[文献］

１．森光晴･大山正風ほか’976：文京遺跡．松山市文化財報告書，１１

２．宮本一夫編１９８９：庶子・樽味遺跡．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，１

３．宮本一夫編１９９０：文京遺跡第８．９．１１次調査．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅱ

４．宮本一夫編１９９１：文京遺跡第１０次調査．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅲ

５．栗田茂敏編１９９２：文京遺跡一第２．３．５次調査．松山市文化財報告書，２８

６．田崎博之編１９９３：樽味遺跡Ⅱ．愛媛大学埋蔵文化財調査報告，Ⅳ

７．田崎博之編１９９６：愛媛大学構内遺跡調査集報Ｉ・愛媛大学埋蔵文化財調査報告書，Ｖ

８．田崎博之編１９９６：樽味遺跡Ⅲ、愛媛大学埋蔵文化財調査報告書，Ⅵ

９．愛媛大学埋蔵文化財調査室編１９９８：文京遺跡シンポジウムー弥生大集落の解明－

１０．吉田広編２００１：愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1995.1996年度一．愛媛大学埋蔵文化財調査報告書，Ⅶ

11．田崎博之編２００２：愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1997.1998年度一．愛媛大学埋蔵文化財調査報告書，Ⅷ

12．吉田広編２００３：樽味遺跡Ⅳ、愛媛大学埋蔵文化財調査報告書，Ⅸ

13．田崎博之編２００３：愛媛大学埋蔵文化財調査室年報-1999.2000年度一．愛媛大学埋蔵文化財調査報告書，Ｘ

１１６－

調査番号 遺跡名次数 団地 工事名
調査
種別

調杏相当
面積

(㎡）
調査期間

文
献

EU-00005

00006

00007

文京遺跡22次

文京遺跡

文京遺跡

北
北
北

城
城
城

2000年度構内遺跡確認調査

教育学部クレイテニスコート改修工事

法文学部掲示板設置工事

認
会
会

確
立
立

圭
口
士
口
士
ロ

一
一
一
一
一
一
一
一
一

田
田
田

圭
ロ
士
口
士
ロ

3３

１

５

20010123～20010124

20010123～20010124

20010315

３
３
３

１
１
１

EU-00101

00102

00103

00104

00105

00106

00107

00108

文京遺跡

樽味遺跡

文京遺跡23次

文京遺跡

文京遺跡24次

樽味遺跡６次

文京遺跡

文京遺跡

城北

樽味

城北

城北

城北

樽味

城北

城北

同窓会連合会による五葉松移植工事

農学部寄附建物新営予定

四国電力による城北団地構内高圧線敷設工事

工学部屋外給水管布設替工事

(城北)総合研究棟新営(Ⅱ期)工事

農学部寄附建物新営工事

事務局構内外灯設備移設工事

教育学部４号館便所改修電気設備工事

掘
格
会
格
格
会
会

試
本
立
本
本
立
立

圭
口
圭
口
圭
口
士
口
士
ロ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

田
田
田
田
田
崎
田
崎

吉
吉
吉
吉
吉
田
吉
田

３
６
７
１
１

１

０6４

1,205

６
２

20010509

20010607

20010626～20010709

20010801

20011001～20020326

20011115～20020206

20011121～20011127

20020326

轄

轄

榊書

糖

榊書

慨轄

轄

轄

ＥＵ－００２０１

00202

00203

00204

00205

00206

00207

00208

00209

00210

００２１１

樽味遺跡７次

文京遺跡25次

文京遺跡

文京遺跡26次

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

山越遺跡

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡

樽味

城北

城北

城北

城北

城北

城北

山越

城北

城北

城北

農学部２号館改修工事

(城北)情報教育棟新営工事

(城北)情報教育棟用地埋蔵文化財調査に伴

う土木工事

(城北)総合研究棟等改修工事

(城北)総合研究棟等改修電気設備工事

(城北)情報教育棟・放送大学愛媛学習セン

ター新営その他工事(その２）

(城北)総合研究棟新営電気設備工事

2002年度構内遺跡確認調査

(城北)総合研究棟新営電気･機械設備工事

(城北)情報教育棟・放送大学愛媛学習セン

ター新営電気設備工事

(城北)総合研究棟等改修電気設備工事
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文京遺跡27次

文京遺跡

文京遺跡

文京遺跡28次
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城北

城北

(城北)総合研究実験棟新営工事

(城北)総合研究実験棟新営工事

放送大学愛媛学習ｾﾝﾀｰｻｲﾝ取設工事

理学部総合研究棟改修工事
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